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一
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

<

論
文>小

田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て

―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―

内
　
山
　
淳
　
一

は
じ
め
に

日
蘭
交
流
を
契
機
と
し
て
江
戸
時
代
中
・
後
期
に
展
開
し
た
わ
が
国
の

洋
風
画
に
お
い
て
、
そ
の
先
駆
け
を
な
し
た
秋
田
蘭
画
は
、
藩
主
を
含
む

秋
田
藩（
１
）の

武
士
た
ち
が
主
導
し
、
そ
の
後
の
絵
画
界
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
残
さ
れ
た
作
品
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
代
表

作
が
小
田
野
直
武
（
一
七
四
九
〜
八
〇
）
筆
「
不
忍
池
図
」（
秋
田
県
立

近
代
美
術
館
蔵
）【
図
1
】
で
あ
る
こ
と
に
、
誰
し
も
異
論
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
芍
薬
を
中
心
と
す
る
花
卉
の
鉢
植
え
を
手
前
に
描
き
、
背
後
に
不

忍
池
の
景
観
を
配
す
る
「
遠
小
近
大
」
構
図
の
典
型
的
な
作
例
と
し
て
の

み
な
ら
ず
、
縦
九
八
・
五
㎝
、
横
一
三
二
・
五
㎝
と
い
う
破
格
の
大
き
さ
、

そ
し
て
何
よ
り
も
完
成
度
の
高
さ
が
そ
の
評
価
を
高
め
て
い
る
。
戦
後
に

な
っ
て
発
見
さ
れ
た
本
図
が
、
江
戸
期
の
洋
風
画
と
し
て
最
初
の
重
要
文

化
財
指
定
を
受
け
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。
し
か
し
今
橋
理
子
氏
が

『
秋
田
蘭
画
の
近
代
』（
２
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
の

「
多
く
は
秋
田
蘭
画
作
品
の
特
徴
を
論
ず
る
た
め
の
一
例
と
し
て
の
扱
い
」

に
終
始
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
の
拙
稿（

３
）

を
含
め
た
論
考
も
、「
浮

絵
や
視
覚
文
化
、
ま
た
外
光
表
現
と
い
っ
た
視
点
」
で
の
考
察
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
観
は
否
め
な
い
。
確
か
に
本
図
に
お
い
て
解
明
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
、
不
忍
池
と
芍
薬
等
の
鉢
植
え
の
花
卉
が
組
み
合
わ
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
そ
の
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
よ
う
や
く
そ
の
主
題
自
体
を
解
明
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
山
本
丈
志
氏
は
一
連
の

論
考（
４
）

に
よ
り
、
秋
田
蘭
画
に
関
わ
る
多
く
の
新
知
見
を
提
示
さ
れ
た
。

「
不
忍
池
図
」
に
限
っ
て
も
、
画
中
に
登
場
す
る
個
々
の
モ
チ
ー
フ
を
詳

細
に
検
討
し
、
従
来
は
ム
シ
ャ
リ
ン
ド
ウ
と
見
な
さ
れ
て
き
た
白
い
鉢
植

え
の
青
花
が
形
態
的
に
は
シ
ソ
科
の
薬
用
植
物
セ
ー
ジ
（
薬
用
サ
ル
ビ

ア
）
に
比
定
で
き
る
こ
と
、
ま
た
季
節
を
混
在
さ
せ
た
モ
チ
ー
フ
選
択

に
、
吉
祥
的
な
「
四
季
絵
」
と
し
て
の
意
味
を
読
み
取
ろ
う
と
さ
れ
る
。

一
方
、
山
本
氏
の
論
考
と
重
な
る
時
期
の
二
〇
〇
九
年
に
刊
行
さ
れ
た

の
が
今
橋
氏
の
著
書
で
あ
る
。「
小
田
野
直
武
筆
『
不
忍
池
図
』
を
読
む
」

の
副
題
ど
お
り
、「
不
忍
池
」
と
い
う
場
の
象
徴
的
な
意
味
や
、
円
窓
を

強
く
意
識
さ
せ
る
構
図
か
ら
想
定
さ
れ
る
設
置
空
間
な
ど
、
様
々
な
観
点

か
ら
の
読
み
解
き
を
試
み
た
労
作
で
あ
る
。
と
く
に
、
芍
薬
と
不
忍
池
に

古
代
中
国
・
前
漢
時
代
の
班
婕
妤
と
西
湖
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
る
と

と
も
に
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
秋
田
藩
の
上
屋
敷
内
に
新
築
さ
れ

た
三
階
建
て
楼
閣
に
掛
け
る
た
め
に
「
直
武
が
主
君
曙
山
に
捧
げ
る
た
め

に
描
い
た
」
も
の
と
の
説（
５
）
は
、
多
方
面
に
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
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（
二
）

研
究
論
文
集
一
三
三
号
　
二
〇
二
一
・
一
二

さ
ら
に
二
〇
一
六
年
に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
に
お
い
て
大
規
模
な

「
小
田
野
直
武
と
秋
田
蘭
画
」
展
が
開
催
さ
れ
、
改
め
て
秋
田
蘭
画
の
美

術
史
上
の
意
味
を
問
い
直
す
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
折

し
も
、
直
武
が
図
版
を
手
が
け
た
『
解
体
新
書
』
の
刊
行
（
安
永
三
年

﹇
一
七
七
四
﹈）
か
ら
間
も
な
く
二
五
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
こ
の
機
を

と
ら
え
近
年
の
先
行
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
本
図
の
用
途
な
い
し
制
作

目
的
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
の
意
味
を
探
っ
て
み

た
い
と
思
う
。
そ
も
そ
も
「
不
忍
池
図
」
は
、
何
の
た
め
に
描
か
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。

一
．
描
写
内
容
に
つ
い
て

︵
一
︶
図
の
概
要

前
景
に
大
き
く
描
か
れ
る
の
は
、
大
型
の
鉢
に
植
え
ら
れ
た
芍
薬
。
よ

く
見
る
と
、
紅
白
そ
れ
ぞ
れ
に
見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
翁
咲
き
と
一
重
咲

き
の
二
株
と
、
三
つ
の
蕾
を
つ
け
た
株
の
都
合
三
株
の
芍
薬
が
植
え
ら

れ
、
右
に
伸
び
る
蕾
に
は
実
物
大
の
蟻
が
二
匹
、
さ
ら
に
細
い
茎
上
に
も

一
匹
が
、
ル
ー
ペ
で
覗
か
ね
ば
確
認
で
き
な
い
ほ
ど
の
細
密
さ
で
描
写
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
背
後
の
白
い
鉢
に
は
、
鮮
烈
な
青
色
の
花
を
咲
か
せ

る
草
花
と
金
盞
花
。
画
面
右
端
で
は
一
本
の
柳
樹
が
勢
い
よ
く
伸
び
上
が

る
。
剪
定
後
の
枝
の
断
面
を
見
せ
る
の
は
、
作
者
が
リ
ア
ル
さ
に
こ
だ

わ
っ
た
結
果
に
違
い
な
い
が（
６
）、

各
所
か
ら
生
え
出
た
若
葉
は
春
の
息
吹
を

感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
成
長
を
謳
歌
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
画

面
左
手
に
は
二
本
の
杭
が
頭
部
を
、
そ
れ
も
断
面
の
方
向
を
変
え
て
表
現

さ
れ
る
。
そ
し
て
手
前
の
植
木
鉢
の
重
な
り
と
杭
の
作
り
出
す
三
角
形
の

頂
点
に
位
置
す
る
の
が
、
池
中
の
中
島
弁
財
天
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
か
ら
鳥
居
の
あ
る
参
道
が
右
へ
と
伸
び
、
右
端
の
池
畔
に
は
蔵
を

伴
う
家
屋
群
、
さ
ら
に
背
後
の
樹
林
上
に
は
寛
永
寺
中
堂
の
大
屋
根
が
姿

を
覗
か
せ
る
。
柳
樹
や
家
屋
・
鉢
植
え
の
花
卉
に
施
さ
れ
た
陰
影
か
ら
、

光
は
向
か
っ
て
右
、
す
な
わ
ち
東
方
か
ら
射
し
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
地
上
に
落
と
さ
れ
た
鉢
植
え
の
陰
は
杭
に
向
か
っ
て
伸
び
、
視
線
を

画
面
奥
へ
と
誘
導
す
る
。
陽
が
出
て
間
も
な
い
頃
の
早
朝
の
情
景
を
描
い

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
画
面
左
方
、
池
の
対
岸
に
見
え
る
の
は
武
家
屋
敷

群（
７
）の

石
垣
と
漆
喰
塗
の
長
屋
塀
、
庭
園
か
ら
伸
び
上
が
る
樹
木
も
詳
細
に

描
出
さ
れ
る
。
薄
雲
の
上
に
は
青
白
く
彩
ら
れ
た
空
、
そ
こ
に
は
数
羽
の

鳥
が
舞
い
、
池
に
は
水
鏡
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
不
忍
池
自
体
は
、

南
岸
か
ら
北
方
を
眺
望
す
る
景
観
で
、
直
武
自
身
の
眼
鏡
絵
「
不
忍
池

図
」（
歸
空
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）【
図
2
】
の
図
様
を
ほ
ぼ
踏
襲
（
眼
鏡
絵

の
た
め
反
転
し
て
は
い
る
が
）
す
る
。
当
時
の
常
套
的
な
視
角
と
も
言
え

る
が
、
前
景
よ
り
も
彩
度
を
落
と
し
青
白
い
空
気
感
を
感
じ
さ
せ
る
、
い

わ
ゆ
る
空
気
遠
近
法
の
見
事
な
消
化
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
初
の
西
洋
画
論
と
し
て
知
ら
れ
る
「
画
法
綱
領
・
画
図
理
解
」

が
秋
田
藩
八
代
藩
主
・
佐
竹
曙
山
（
一
七
四
八
〜
八
五
）
の
手
で
し
た
た

め
ら
れ
た
の
が
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
九
月
。「
画
図
理
解
」
に
は
、

「
大
（
マ
マ
）
陽
在
東
則
暗
影
在
西
、
大
（
マ
マ
）
陽
在
西
則
暗
影
在
東
」
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（
三
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

と
い
う
簡
潔
な
表
現
で
、
光
源
と
影
の
で
き
る
方
向
と
の
関
係
や
、
水
景

で
の
水
鏡
の
存
在
、
遠
く
に
な
る
に
従
っ
て
色
彩
が
薄
く
な
る
と
い
う
空

気
遠
近
法
、
近
く
の
も
の
は
大
き
く
遠
く
の
も
の
は
小
さ
く
見
え
る
と
い

う
大
小
遠
近
法
、
一
点
透
視
図
法
と
地
平
線
と
の
関
係
な
ど
が
説
明
さ
れ

る
。「
不
忍
池
図
」
に
は
、
そ
の
理
論
の
実
践
の
跡
が
随
所
に
確
認
で
き

る
の
だ
が
、
陰
影
法
や
遠
近
法
な
ど
の
洋
風
技
法
を
駆
使
し
た
描
写
内
容

の
充
実
度
か
ら
も
、
本
図
の
制
作
期
は
直
武
の
円
熟
期
で
あ
る
安
永
後
期

と
見
て
間
違
い
な
い
。

︵
二
︶
青
色
の
花
と
植
木
鉢

画
面
前
景
の
白
い
鉢
に
植
え
ら
れ
た
青
色
の
花
を
咲
か
せ
る
植
物
に
つ

い
て
は
、
従
来
「
ム
シ
ャ
リ
ン
ド
ウ
」
と
説
明
さ
れ
て
き
た（
８
）。

し
か
し
、

近
年
の
山
本
氏
の
論
考
に
お
い
て
薬
用
植
物
の
セ
ー
ジ
（
薬
用
サ
ル
ビ

ア
）
の
一
種
と
説
か
れ
て
以
来
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
解
説
が
通
用
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る（
９
）。
ム
シ
ャ
リ
ン
ド
ウ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
北
海
道
産
の
株

を
入
手
し
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
経
験
を
持
つ
が
、
花
弁
や
葉
の
形
状
か
ら

も
当
該
図
は
従
来
説
ど
お
り
、
シ
ソ
科
の
多
年
草
ム
シ
ャ
リ
ン
ド
ウ
と
見

て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
名
称
自
体
は
、
滋
賀
県
の
武
佐
（
現
在
の

近
江
八
幡
市
武
佐
町
）
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
も
い
う
が
、

分
布
域
が
本
州
中
部
以
北
か
ら
北
海
道
、
朝
鮮
半
島
・
中
国
北
部
・
シ
ベ

リ
ア
東
部
に
限
定
さ
れ
、
滋
賀
県
に
は
自
生
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
疑
問

視
す
る
見
方
も
あ
る
よ
う
だ）

10
（

。

実
は
こ
れ
と
同
一
種
と
見
ら
れ
る
図
が
、
橘
保
国
（
一
七
一
七
〜

九
二
）
に
よ
り
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
刊
行
（
文
化
三
年
再
刊
）
さ

れ
た
『
絵
本
野
山
草
』（
五
巻
五
冊
））

11
（

の
巻
三
に
「
清
蘭
草
（
せ
い
ら
ん

そ
う
）」【
図
3
】
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
解
説
に

は
「
せ
い
ら
ん
草
／
は
な
の
か
た
ち
、
ら
し
や
う
門
（
内
山
註
、
ラ
シ
ョ

ウ
モ
ン
カ
ズ
ラ
の
こ
と
）
の
ご
と
く
、
い
ろ
、
う
す
き
る
り
（
瑠
璃
）
な

り
。
葉
は
、
み
そ
は
ぎ
の
は
に
、
よ
く
似
た
り
。
葉
に
班
入
あ
り
。
五

月
、
は
な
あ
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る）

12
（

。
こ
の
書
よ
り
早
く
享
保
二
〇
年

（
一
七
三
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
菊
池
成
胤
著
『
草
木
弄
葩
抄
』
に
も
、
図

は
な
い
が
「
せ
い
ら
ん
草
」
の
項
が
設
け
ら
れ
、「
花
の
か
た
ち
黄
け
ま

ん
の
ご
と
く
、
い
ろ
う
す
き
る
り
な
り
、
葉
ハ
み
そ
は
ぎ
の
葉
に
よ
く
似

た
り
、
葉
に
班
入
あ
り
」
と
説
明
さ
れ
る
。
時
代
の
経
過
や
地
域
性
に
よ

り
変
異
種
も
少
な
く
な
い
と
は
思
わ
れ
る
が
、「
不
忍
池
図
」
に
描
か
れ

た
青
い
花
弁
の
草
花
は
、
当
時
「
清
蘭
草
」
と
い
う
清
雅
な
響
き
の
名
で

呼
ば
れ
た
ム
シ
ャ
リ
ン
ド
ウ
だ
っ
た
事
実
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
研
究
で
は
前
景
の
花
卉
へ
の
注
目
度
の
高
さ
に
比

べ
、
そ
れ
ら
が
植
え
ら
れ
た
鉢
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
ほ
と
ん
ど
顧

み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る）

13
（

。
し
か
し
、
前
後
に
重
ね

て
置
か
れ
た
二
つ
の
鉢
は
、
各
々
の
花
卉
に
い
か
に
も
似
つ
か
わ
し
く
、

色
調
の
明
暗
や
器
形
の
大
小
と
と
も
に
「
重
厚
」
と
「
軽
妙
」
と
い
う
対

照
的
な
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
ま
ず
、
紅
白
の
芍
薬
が
植
え
ら
れ
た
鉢
に

関
し
て
は
、「
陶
製
と
思
わ
れ
る
鉢
）
14
（

」、「
東
洋
風
の
鉢
）
15
（

」、「
茶
色
の
（
素

焼
き
か
）
大
型
花
瓶
風
デ
ザ
イ
ン
の
鉢
）
16
（

」
と
記
述
さ
れ
、
さ
ら
に
仲
町
啓

子
氏
は
論
の
註
釈
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア
製
の
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
る
。
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こ
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
開
催
の
前
記
展
覧
会
図

録
中
の
作
品
解
説）

17
（

で
は
、「
東
南
ア
ジ
ア
製
と
も
い
わ
れ
る
茶
色
の
鉢
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
背
後
に
半
ば
隠
れ
る
よ
う
に
置
か
れ

た
白
い
鉢
に
関
し
て
は
、
器
形
の
説
明
以
外
に
は
「
白
い
西
洋
風
の
鉢
）
18
（

」

と
記
述
さ
れ
る
に
留
ま
る
。
画
面
の
最
前
景
に
置
か
れ
た
主
要
モ
チ
ー
フ

と
も
い
う
べ
き
存
在
が
、
実
の
と
こ
ろ
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
年
の
園
芸
史
研
究
の
進
展
に
と
も
な
い
、
江
戸
時
代
に
用
い
ら
れ
た

植
木
鉢
の
実
態
も
徐
々
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が）

19
（

、
な
か
で
も
よ
く
引
き

合
い
に
出
さ
れ
る
資
料
が
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
刊
行
の
『
草
木
奇

品
家
雅
見
』
で
あ
る
。
奇
品
（
植
物
）
の
写
生
図
と
そ
の
生
産
者
（
奇
品

家
）
た
ち
の
略
伝
と
を
収
録
し
た
図
譜
な
の
だ
が
、
そ
の
巻
頭
部
分
に
は

以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
、
植
木
鉢
の
歴
史
を
簡
潔
に
伝
え
て
く
れ
る

（
引
用
文
中
、
括
弧
内
の
文
言
は
原
書
に
施
さ
れ
た
ル
ビ
）。

永
島
先
生
ハ
東
都
四
谷
に
住
し
て
享
保
の
頃
の
人
也
、
天
資
（
う
ま

れ
え
て
）
花
木
（
う
ゑ
き
）
を
好
ミ
奇
品
を
愛
す
、
其
始
花
壇
植
木

と
て
区
（
し
き
り
）
を
別
（
わ
け
）、地
に
種
（
う
ゑ
）
し
を
、後
（
の

ち
）
器
（
う
つ
ハ
）
に
栽
（
う
ゑ
）
て
壺
木
（
つ
ぼ
き
）
と
呼
（
よ

ぶ
）、先
生
始
て
尾
陽
（
を
は
り
）
瀬
戸
の
陶
工
（
す
ゑ
も
の
つ
く
り
）

に
命
（
い
ゝ
つ
け
）
し
て
盆
（
ほ
と
ぎ
）
を
制
（
つ
く
ら
）
せ
し
む
、

是
を
縁
付
（
え
ん
つ
き
）
と
唱
（
と
な
ふ
）、
白
鍔
（
し
ろ
つ
ば
）・

黒
鍔
（
く
ろ
つ
ば
）
鉢
是
な
り
、
其
弁
利
（
べ
ん
り
）
今
に
於
て
専

（
も
つ
ぱ
ら
）
用
（
も
ち
ゆ
る
）
る
所
な
り
、
此
頃
よ
り
奇
品
大
に

行
（
は
や
り
）
て
好
人
（
す
き
ひ
と
）
党
（
く
ミ
）
を
結
相
唱
和
（
つ

き
あ
い
）
し
て
是
を
玩
（
も
て
あ
そ
ぶ
）、
其
巨
擘
（
か
し
ら
）
と

し
て
世
人
永
島
先
生
と
推
崇
（
お
し
た
ふ
と
む
）、今
栄
（
さ
か
ふ
る
）

永
島
連
是
也
、
珍
品
を
玩
事
実
に
先
生
を
中
興
の
祖
と
す
、
集
る
盆

栽
（
は
ち
う
ゑ
）
千
を
以
算
（
か
そ
ふ
）、（
後
略
）

冒
頭
の
「
永
島
先
生
」
と
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
一
四
二
二
に
記

載
さ
れ
る
五
〇
〇
石
取
り
の
大
身
の
御
家
人
・
永
島
墨
林
（
す
み
も
と
）

の
こ
と
ら
し
い
が）

20
（

、
江
戸
中
期
に
瀬
戸
の
陶
工
に
焼
か
せ
た
奇
品
専
用
の

国
産
植
木
鉢
は
、
縁
が
外
へ
反
っ
た
形
か
ら
「
縁
付
」
と
名
付
け
ら
れ
、

さ
ら
に
釉
薬
の
色
か
ら
「
白
鍔
」「
黒
鍔
」
と
称
さ
れ
た
と
い
う）

21
（

。
ま
た
、

そ
の
広
が
っ
た
縁
は
、
奇
品
特
有
の
葉
の
繊
細
な
色
や
形
を
際
立
た
せ
る

額
縁
の
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
本
書
や
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

に
刊
行
さ
れ
た
長
生
舎
主
人
（
栗
原
信
充
）
著
『
金
生
樹
譜
・
別
録
』
掲

載
図
【
図
4
・
5
】
の
形
状
か
ら
も
、
直
武
の
「
不
忍
池
図
」
に
描
か
れ

た
縁
の
あ
る
白
い
円
筒
形
の
鉢
は
、
当
時
流
通
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
奇
品

専
用
の
国
産
植
木
鉢
「
白
鍔
」
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
ら
ば
、

手
前
の
大
き
な
鉢
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、
直
武
の
も
う
一
つ
の
代
表
作
で
あ
る
重
要

文
化
財
「
唐
太
宗
花
鳥
図
」（
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
蔵
）
の
中
幅
「
唐

太
宗
図
」【
図
6
】
で
あ
る
。
堆
朱
技
法
に
よ
る
も
の
か
、
側
面
に
豪
華

な
装
飾
が
施
さ
れ
た
赤
い
卓
上
に
は
、
唐
物
と
思
し
き
鼎
風
の
香
炉
が
置

か
れ
て
い
る
。
イ
ナ
ゴ
を
乗
せ
た
左
手
の
指
先
に
か
か
る
よ
う
に
描
写
さ

れ
、
観
者
に
も
際
だ
っ
て
目
に
つ
く
モ
チ
ー
フ
と
言
え
よ
う
。
よ
く
見
る
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小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

と
、
そ
の
背
後
に
身
を
隠
す
よ
う
に
白
磁
風
の
円
筒
状
の
器
（
筆
筒
な
い

し
は
香
炉
か
）
が
あ
る
が
、「
不
忍
池
図
」
の
二
つ
の
鉢
は
こ
の
図
様
と

ま
さ
し
く
相
似
形
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
【
図
7
】。
銅
器
と
焼
物
と

の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、「
不
忍
池
図
」
に
お
い
て
背

後
の
陶
器
「
白
鍔
」
に
対
し
、
手
前
の
鉢
は
素
焼
き
な
ど
の
焼
物
で
は
な

く
、
む
し
ろ
胡
銅
な
ど
唐
物
の
銅
器
を
表
現
し
た
も
の
だ
っ
た
可
能
性
を

考
え
て
み
る
必
要
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

視
線
を
画
面
に
戻
し
、「
不
忍
池
図
」
に
お
け
る
二
つ
の
鉢
の
形
状
を

確
認
し
よ
う
【
図
8
】。
背
後
の
「
白
鍔
」
が
、
俯
瞰
し
た
視
角
に
即
し

て
自
然
な
楕
円
状
を
形
成
す
る
の
に
対
し
、
手
前
の
大
型
の
鉢
は
歪
み
を

呈
す
る
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
口
縁
部
が
い
び
つ
な
楕
円
形
を
な

す
と
と
も
に
、
胴
体
部
に
比
し
そ
の
傾
き
が
観
者
側
に
向
け
あ
お
る
よ
う

に
傾
い
て
見
え
る
。
加
え
て
、
胴
部
左
側
の
孔
の
よ
う
に
も
見
え
る
突
起

物
の
描
写
も
不
自
然
で
あ
る
。
太
田
和
夫
氏
が
当
該
図
に
つ
い
て
、「
口

縁
部
及
び
胴
部
の
平
面
的
描
写
が
目
立
ち
、
後
部
に
置
か
れ
た
白
色
の
鉢

と
は
好
対
照
で
あ
る
）
22
（

。」
と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
他
の
箇
所
の
的
確
な

描
写
に
比
し
、
こ
の
部
分
に
限
っ
て
は
違
和
感
が
拭
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
鉢
を
描
写
す
る
に
際
し
、
直
武
は
器
物
を
眼
前
に
し
て
は
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

︵
三
︶﹁
不
忍
池
図
﹂
と
陰
陽
五
行

紅
白
の
芍
薬
の
背
後
に
、
金
盞
花
と
「
清
蘭
草
」
が
添
え
ら
れ
た
理
由

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
金
盞
花
は
、
文
字
ど
お
り
金
の
盃
を
思
わ

せ
る
姿
形
に
加
え
、
長
春
花
・
常
春
花
と
い
う
別
名
と
も
相
ま
っ
て
吉
祥

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
喜
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
何
よ
り
も
目
を
引
く
の
は

そ
の
鮮
や
か
な
黄
色
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
当
時
よ
う
や
く
流
入
し
つ
つ

あ
っ
た
高
価
な
西
洋
顔
料
プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
（
紺
青
）
の
使
用
が
報
告

さ
れ
た）

23
（

清
蘭
草
が
加
え
ら
れ
る
。
紅
白
の
芍
薬
、
黄
色
の
金
盞
花
、
そ
し

て
青
い
清
蘭
草
、
と
列
記
し
て
み
る
と
、
何
や
ら
異
な
る
色
彩
を
意
図
し

て
集
め
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
思
い
当
た
る
の
が
陰
陽

五
行
の
色
彩
で
あ
る
。

「
不
忍
池
図
」
と
陰
陽
五
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
山
本
氏

が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る）

24
（

。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
春
の
花
で
あ
る
キ
ン
セ

ン
カ
が
五
行
に
お
け
る
「
木
」、
夏
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
が
「
火
」、
秋
の
ヤ
ク

ヨ
ウ
サ
ル
ビ
ア
（
山
本
氏
は
ム
シ
ャ
リ
ン
ド
ウ
を
こ
の
植
物
と
見
な
す
）

が
「
金
」、
そ
し
て
冬
の
ハ
ス
が
「
水
」
に
相
当
す
る
と
い
う
。「
唯
一
五

行
説
の
『
土
』
に
該
当
す
る
モ
チ
ー
フ
が
判
然
と
し
て
い
な
い
」
と
さ
れ

る
「
土
」
に
つ
い
て
は
、「
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
蕾
に
描
か
れ
た
ア
リ
で
は
な

い
か
」
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
五
行
説
と
近
世
絵
画
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
る
機
会
も
少
な
い
よ
う
だ
が）

25
（

、
山
本
氏
の
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
「
不
忍
池
図
」
に
お
け
る
意
味
あ
り
げ
な
花
々
の
取
り
合
わ
せ

を
考
察
す
る
際
に
は
有
効
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
用
い
ら
れ
た
色

彩
と
い
う
観
点
か
ら
再
検
討
し
て
み
た
い
。

古
代
中
国
以
来
、
唱
え
ら
れ
続
け
て
き
た
陰
陽
五
行
思
想
に
お
い
て

は
、
五
行
と
呼
ば
れ
る
木
・
火
・
土
・
金
・
水
と
い
う
五
種
類
の
元
素
に

対
し
、
東
・
南
・
中
央
・
西
・
北
の
方
位
や
、
青
・
赤
・
黄
・
白
・
黒
と
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い
う
色
彩
が
対
応
関
係
に
あ
る
と
説
か
れ
て
き
た）

26
（

。
こ
の
五
色
が
、
万
物

に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
色
彩
の
源
と
な
る
正
色
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
中
央
に
位
置
す
る
五
行
の
土
、
色
彩
で
は
黄
に
相
当
す

る
も
の
が
万
物
の
中
心
に
あ
る
最
高
位
の
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
っ

た
と
い
う
。
黄
袍
が
皇
帝
の
身
に
ま
と
う
正
式
な
常
服
と
規
定
さ
れ
、
一

般
の
使
用
が
禁
じ
ら
れ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
黄
袍
で
想
起
さ
れ
る

の
が
、
先
述
の
「
唐
太
宗
図
」
で
あ
る
。
イ
ナ
ゴ
を
左
手
に
持
ち
、
蝗
害

に
苦
し
む
民
の
労
苦
を
思
う
為
政
者
の
望
ま
し
い
姿
を
描
き
、
鑑
戒
画
と

し
て
最
も
格
式
が
高
い
作
例
と
さ
れ
る
。
こ
の
図
に
お
い
て
、
唐
太
宗
が

黄
袍
を
身
に
付
け
る
の
は
古
式
に
則
っ
た
描
法
と
言
え
る
の
だ
ろ
う）

27
（

。
で

は
、
他
の
色
彩
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で

唐
太
宗
の
周
囲
を
見
回
し
て
み
る
と
、
各
モ
チ
ー
フ
に
他
の
色
彩
が
配
当

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
太
宗
が
坐
す
椅
子
に

掛
け
ら
れ
た
布
に
は
青
、
画
面
右
の
卓
や
珊
瑚
に
は
赤
、
青
絵
の
施
さ
れ

た
白
磁
風
の
花
瓶
や
鼎
の
背
後
に
身
を
隠
す
よ
う
に
置
か
れ
た
香
炉
と
思

し
き
円
筒
状
の
白
い
器
、
そ
し
て
太
宗
の
被
り
物
（
幞
頭
）
と
靴
（
烏
皮

六
縫
靴
）、
書
籍
の
帙
に
は
黒
色
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
関
係
を
示

す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

青
＝
椅
子
に
掛
け
ら
れ
た
布

　

赤
＝
卓
と
珊
瑚

　

黄
＝
太
宗
の
ま
と
う
黄
袍

　

白
＝
白
磁
風
の
花
瓶
と
円
筒
状
の
器

　

黒
＝
太
宗
の
被
り
物
と
靴
、
書
籍
の
帙

こ
の
思
想
に
も
と
づ
く
表
現
は
、
婚
礼
等
祝
儀
の
場
に
供
さ
れ
る
作
品

に
用
い
ら
れ
て
き
た
よ
う
だ
が
、「
唐
太
宗
図
」
に
も
そ
の
反
映
を
見
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
で
は
翻
っ
て
、「
不
忍
池
図
」

と
の
関
係
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

先
述
の
よ
う
に
、
登
場
す
る
モ
チ
ー
フ
の
う
ち
青
が
清
蘭
草
、
赤
・
白

が
芍
薬
、
黄
が
金
盞
花
と
四
色
は
即
座
に
揃
う
。
足
り
な
い
の
は
黒
で
あ

る
。
花
道
の
世
界
で
は
、
黒
い
花
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
た
め
一
般

的
に
は
「
水
」
を
当
て
る
こ
と
が
通
用
し
、
流
派
に
よ
っ
て
は
紫
色
で
代

替
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う）

28
（

。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
背
後
の
不
忍
池

そ
の
も
の
を
黒
と
見
当
て
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
ろ
う
。
だ
が
、
果
た
し

て
前
景
の
花
卉
群
の
な
か
に
黒
色
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
改
め
て
画
面
を
注
視
す
る
と
、
気
に
な
っ
て
く
る
の
が
黒
い
小
さ
な
異

物
―
蕾
と
茎
の
上
に
描
か
れ
た
三
匹
の
蟻
―
な
の
で
あ
る
【
図
9
】。

花
卉
に
蟻
と
い
え
ば
、
長
谷
川
等
伯
（
信
春
）
筆
「
恵
比
須
大
黒
・
花

鳥
図
」
三
幅
対
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
の
右
幅
に
多
く
の
蟻
が
登
場
す

る
よ
う
に
、
美
術
史
的
に
は
東
洋
画
に
お
け
る
草
虫
図
の
系
譜
に
連
な
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
当
時
舶
載
さ
れ
た
西
洋
の
植
物
図

譜
や
、
享
保
年
間
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
八
代
将
軍
吉
宗
に
よ

り
江
戸
本
所
の
羅
漢
寺
に
寄
進
・
展
示
さ
れ
た
こ
と
で
衆
目
を
集
め
て
い

た
フ
ァ
ン
・
ロ
イ
エ
ン
筆
の
油
彩
「
花
鳥
図
」
中
に
も
蟻
が
描
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
か
ら
の
感
化
も
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る）

29
（

。
そ
し
て
一
般

的
に
は
、
秋
田
蘭
画
誕
生
の
発
端
を
作
っ
た
平
賀
源
内
（
一
七
二
八
〜

七
九
）
ら
が
主
導
し
、
全
国
的
な
流
行
を
見
せ
つ
つ
あ
っ
た
博
物
学
か
ら
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（
七
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

の
影
響
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
実
際
、
芍
薬
の
蕾
や
そ
の
周
辺
に
は
蜜
を

求
め
る
蟻
の
姿
を
目
に
す
る
機
会
も
多
く
、
写
実
を
き
わ
め
た
結
果
と
い

う
見
解
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
「
五
行
」
と
い
う
視
点

を
導
入
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
な
関
係
が
導
き
出
せ
、
相
互
に
関
わ
り

が
な
い
よ
う
に
見
え
る
各
モ
チ
ー
フ
の
取
り
合
わ
さ
れ
た
理
由
が
、
一
気

に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

青
＝
清
蘭
草

　

赤
＝
芍
薬

　

黄
＝
金
盞
花

　

白
＝
芍
薬

　

黒
＝
蟻

直
武
は
、
一
流
の
戯
作
者
で
も
あ
っ
た
源
内
の
も
と
で
洋
風
画
の
修
業

を
重
ね
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
「
朋
誠
堂
喜
三
二
」
の
筆
名
を
も
つ
黄
表

紙
作
家
で
「
手
柄
岡
持
」
の
狂
歌
名
で
も
知
ら
れ
る
平
沢
常
富
（
平
格
、

一
七
三
五
〜
一
八
一
三
）
が
同
じ
秋
田
藩
の
江
戸
留
守
居
役
と
し
て
周
辺

で
活
動
す
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
後
年
の
述
懐
な
が

ら
、
岡
持
に
よ
る
『
寛
政
六
年
京
都
へ
御
使
ニ
登
り
し
日
記
』（『
五
十
五

日
記
』）
に
お
け
る
三
島
の
黄
瀬
川
の
く
だ
り
に
は
、「（
前
略
）
過
し
年

小
田
野
武
助
（
内
山
註
、
武
助
は
直
武
の
通
称
）
な
り
け
る
も
の
、
遠
州

相
良
に
趣
（
マ
マ
）
く
時
き
せ
川
に
て
見
た
る
富
士
の
け
し
き
を
、
紅
毛

流
の
正
う
つ
し
に
画
き
て
見
せ
侍
り
。
う
ろ
覚
な
れ
と
け
ふ
此
橋
を
渡
り

て
彼
画
を
思
ひ
合
せ
り
。」
と
の
記
録
も
あ
る）

30
（

。
ま
た
岡
持
の
歌
集
に
は
、

「
わ
が
君
（
内
山
註
、
曙
山
の
こ
と
）
紅
毛
流
の
画
を
描
き
玉
ひ
、
狂
歌

と
く
と
く
と
仰
あ
れ
ば
取
敢
へ
ず
」
と
し
て
詠
ん
だ
、「
扶
桑
に
も
か
ゝ

る
御
絵
を
見
る
こ
と
よ　

隈
ど
り
と
い
ひ
い
ろ
ど
り
と
い
ひ
」
と
い
う
狂

歌
が
収
録
さ
れ）

31
（

、
曙
山
を
含
め
た
戯
作
的
な
雰
囲
気
の
広
が
り
を
教
え

る
。
武
士
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
雄
々
し
き
崖
上
の
鷹
を
描
い
た
「
鷹

図
」
に
お
い
て
、
鷹
の
足
元
の
枝
に
わ
ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
な
白
い
糞
ま
で
描

き
添
え
る
【
図
10
】、
一
種
戯
作
的
な
感
性
が
直
武
に
は
（
そ
し
て
曙
山

に
も
）
確
か
に
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
行
の
黒
に
「
蟻
」
を
当
て

る
べ
く
、
直
武
は
意
図
し
て
こ
の
微
小
な
モ
チ
ー
フ
を
選
択
し
た
も
の
と

考
え
た
い
。

二
．
「
不
忍
池
図
」
の
制
作
目
的

︵
一
︶
先
行
研
究
と
問
題
点

「
不
忍
池
図
」
が
描
か
れ
た
目
的
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
記
し
た
よ
う

に
天
明
三
年
完
成
の
秋
田
藩
上
屋
敷
に
お
け
る
「
三
階
建
て
楼
閣
の
新

築
」
に
向
け
、
主
君
曙
山
へ
の
献
上
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
の
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
説
に
は
、
当
の
高
楼
が
直
武

没
後
の
完
成
で
、
絵
の
制
作
期
と
実
際
の
用
途
に
供
さ
れ
る
時
期
と
に
三

年
以
上
も
の
懸
隔
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
建
設
に
至
る

ま
で
の
相
応
の
準
備
期
間
を
勘
案
す
る
に
し
て
も
、
そ
も
そ
も
数
年
後
の

用
を
見
越
し
た
絵
画
制
作
が
現
実
と
し
て
想
定
し
得
る
の
か
、
と
い
う
素

朴
な
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
曙
山
の
側
近
く

に
仕
え
た
と
は
い
え
、
も
と
は
角
館
の
陪
臣
出
身
で
あ
っ
た
一
介
の
藩
士
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（
八
）

研
究
論
文
集
一
三
三
号
　
二
〇
二
一
・
一
二

が
、
制
作
に
多
額
の
経
費
を
要
し
た
は
ず
の
大
画
面
作
品
を
私
的
に
献
ず

る
こ
と
な
ど
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
山
本
氏
は
本
図
の
用
途
を
大
名
同
士
の
婚
姻
に
求
め
て
い
る
。

氏
は
「
小
田
野
直
武
が
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
画
面
の
絵
を
描
い
て
準
備
す

る
必
要
が
あ
っ
た
『
結
婚
』
で
あ
れ
ば
、
相
応
の
身
分
の
高
い
男
女
の
も

の
で
あ
る
と
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
限
定
す
る

根
拠
は
何
も
な
い
が
」
と
断
っ
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
な
可
能
性
を
提
示

さ
れ
た
。

直
武
が
蘭
画
を
描
い
た
安
永
年
間
に
秋
田
藩
の
将
来
に
関
わ
る
縁
組

み
が
結
ば
れ
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
藩
主
佐
竹
義
敦
の
長
女
梅
姫
と

薩
摩
藩
第
八
代
藩
主
島
津
重
豪
（
一
七
四
五
〜
一
八
三
三
）
の
嫡
子

斉
宣
の
縁
組
み
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
の
縁
組
み
が
描
か
れ
た
理
由
に

想
定
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
自
ら
も
蘭
画
を
描
く
義
敦
と
蘭
癖
大

名
で
知
ら
れ
た
重
豪
が
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
当
時
阿
蘭
陀

絵
と
呼
ば
れ
た
「
不
忍
池
図
」
は
婚
礼
調
度
と
し
て
申
し
分
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
縁
組
み
が
梅
姫
の
急
死
に
よ
っ
て
成
立
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
、「
不
忍
池
図
」
が
秋
田
に
留
ま
っ
た
理
由
と
も
と

れ
る
の
で
あ
る）

32
（

。

同
氏
の
見
解
は
卓
見
と
言
う
べ
き
で
、
筆
者
も
常
々
こ
れ
ほ
ど
の
大
作

は
大
名
ク
ラ
ス
以
上
の
有
力
者
へ
の
贈
答
品
以
外
に
は
考
え
に
く
い
と
感

じ
て
き
た
。
そ
し
て
表
現
内
容
の
華
や
か
さ
は
、
こ
の
作
が
慶
事
に
関
わ

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
る
者
に
強
く
意
識
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
だ

ろ
う
。
た
だ
し
最
後
の
「
秋
田
に
留
ま
っ
た
」
と
い
う
箇
所
は
正
確
で
は

な
い
。
昭
和
二
三
年
に
山
形
県
下
で
発
見
さ
れ
る
以
前
の
伝
歴
に
つ
い
て

は
、
現
在
ま
っ
た
く
不
明
な
の
で
あ
る
。
山
本
氏
は
さ
ら
に
論
の
註
釈
に

お
い
て
、「（
前
略
）
義
敦
没
後
の
一
七
九
一
（
寛
政
三
）
年
、
義
敦
の
次

女
宣
姫
（
後
に
幸
姫
）
が
島
津
斉
宣
に
嫁
し
、
佐
竹
家
と
島
津
家
は
姻
戚

関
係
と
な
っ
た
。
梅
姫
の
没
年
が
一
七
七
六
（
安
永
五
）
年
と
推
定
さ
れ

る
の
で
、
翌
年
誕
生
し
た
宣
姫
の
縁
組
み
を
受
け
て
描
か
れ
た
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る）

33
（

。
筆
者
も
、
基
本
的
に
は
島
津

家
と
の
関
係
を
最
重
視
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
曙
山
と

重
豪
と
の
親
密
な
交
流
が
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

︵
二
︶
佐
竹
曙
山
と
島
津
重
豪
の
交
流

後
述
す
る
よ
う
に
、
重
豪
に
対
し
て
は
曙
山
か
ら
秋
田
蘭
画
が
複
数
回

に
わ
た
っ
て
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
だ
が
、
両
者
の
直
接

的
な
交
流
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
「
墨
竹
図
」（
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館

蔵
）【
図
11
】
が
存
在
す
る
。
重
豪
の
描
い
た
墨
竹
の
図
上
に
、
曙
山
に

よ
る
「
わ
か
友
と
君
か
み
か
き
の
く
れ
竹
ハ　

千
代
に
い
く
よ
の
か
け
を

そ
ふ
ら
ん
」
と
い
う
賛
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
平
福
百

穂
（
一
八
七
七
〜
一
九
三
三
）
著
『
日
本
洋
画
曙
光
』
に
収
録
（
挿
図
第

四
四
図
）
さ
れ
、
両
者
の
交
友
を
教
え
る
資
料
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
た
の
だ
が
、
内
容
そ
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
ず
に
き
た
よ
う

だ
。
こ
の
和
歌
は
、
曙
山
自
作
で
は
な
く
『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
十
「
賀

歌
六
〇
八
」
に
収
録
さ
れ
る
、
編
者
藤
原
俊
成
の
作
「
我
が
友
と
君
が
御

垣
の
呉
竹
は　

千
代
に
幾
世
の
か
げ
を
添
ふ
ら
ん
」
で
、
内
容
と
し
て
は
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（
九
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

一
般
に
、「
我
が
友
で
あ
る
竹
、
そ
の
呉
竹
が
君
を
守
る
御
垣
と
な
り
、

千
世
万
世
も
君
の
傍
で
守
る
の
だ
ろ
う
」
と
解
さ
れ
て
い
る）

34
（

。
こ
れ
を
本

歌
ど
お
り
年
寿
の
賀
の
歌
と
解
す
る
な
ら
、
重
豪
が
四
〇
歳
を
迎
え
た
天

明
四
年
（
一
七
八
四
）（
こ
の
と
き
曙
山
は
三
七
歳
）
の
作
と
見
な
す
の

が
自
然
で
は
あ
る
（
曙
山
は
翌
年
に
亡
く
な
る
の
で
、
重
豪
五
〇
歳
の
賀

を
祝
う
こ
と
は
な
い
）。

一
方
、
曙
山
の
「
御
加
筆
之
儀
」
を
謝
し
た
、
以
下
の
よ
う
な
重
豪
書

状
が
存
在
す
る
（
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
）【
図
12
】。
安
永
八
年

（
一
七
七
九）

35
（

）
三
月
二
〇
日
付
で
、
重
豪
が
曙
山
あ
て
に
一
昨
日
（
三
月

一
八
日
の
こ
と
）
の
「
去
年
中
御
約
束
之
御
家
来
阿
蘭
陀
画
」
受
領
を
謝

し
た
書
状
で
、
受
け
取
っ
た
曙
山
か
ら
直
武
に
下
賜
さ
れ
、
小
田
野
家
で

代
々
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
秋
田
蘭
画
の
基
本
史
料
で
あ
る
。

一
昨
日
ハ
御
細
書
具
ニ
拝
見
、先
頃
不
同
之
時
候
ニ
御
座
候
へ
と
も
、

御
揃
弥
御
萬
福
奉
賀
候
、
乍
去
此
程
よ
り
少
々
御
持
病
に
て
御
引
込

居
被
成
由
、
折
角
御
保
養
可
被
成
候
、
然
者
去
年
中
御
約
束
之
御
家

来
阿
蘭
陀
画
、
無
御
失
念
御
持
せ
被
下
不
浅
忝
、
扨
々
見
事
な
る
義

致
感
心
候
、
其
内
貴
面
之
節
、
厚
御
礼
可
申
述
候
へ
と
も
、
先
早
々

御
挨
拶
且
御
不
洗
返
上
に
付
、
不
取
敢
麁
末
之
品
有
合
に
ま
か
せ
御

慰
に
致
進
上
候
、
此
段
旁
御
請
如
此
御
座
候
、
一
昨
日
は
用
事
取
紛

御
答
致
延
引
候
、
御
高
□
（
聴
カ
）
可
被
下
候
、
以
上
／
三
月
廿
日

／
尚
々
御
加
筆
之
儀
忝
奉
存
候
□
（
夤
カ
）
〳
〵
奉
頼
候
、
家
内
よ

り
も
同
前
申
上
度
申
居
候
、
急
き
乱
筆
、
宜
く
御
免
被
下
度
候）

36
（

（
傍

線
は
内
山
）

右
下
に
風
炉
と
炭
籠
（
炭
斗
）・
羽
箒
、
さ
ら
に
丈
長
の
ア
ヤ
メ
科
ら

し
き
草
花
を
水
盤
上
に
置
い
た
図
様
が
薄
く
色
摺
り
さ
れ
た
書
簡
用
箋

（
絵
半
切
）
を
用
い
る
な
ど
、
重
豪
と
曙
山
の
格
式
ば
ら
な
い
（
だ
か
ら

こ
そ
本
状
は
藩
庫
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
直
武
へ
の
下
賜
が
可
能

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
）
親
密
な
交
流
を
教
え
る
書
状
と
言
え
よ
う
。
本
状
で

注
目
し
た
い
の
は
、
文
末
（
追
而
書
）
に
記
さ
れ
た
「
御
加
筆
之
儀
」
と

い
う
文
言
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん
ど

言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
一
文
が
先
の
「
墨
竹

図
」
へ
の
着
賛
そ
の
も
の
を
指
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も

そ
も
藩
主
同
士
の
筆
を
交
え
る
機
会
が
頻
繁
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く

く
、
少
な
く
と
も
本
作
以
外
に
両
者
の
合
作
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
は
、「
墨
竹
図
」
が
直
武
の
蘭
画
と
と
も
に
重
豪
の
も
と
に
届
け

ら
れ
た
、
と
解
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
と
重

豪
三
五
歳
、
曙
山
三
二
歳
時
の
も
の
と
な
り
、
本
歌
の
も
つ
本
来
の
意
味

（
算
賀
）
と
齟
齬
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）。

な
お
、
直
武
が
こ
の
書
状
と
「
薩
摩
名
産
の
国
分
煙
草
」
を
褒
美
と
し
て

下
賜
さ
れ
た
事
情
が
、『
日
本
洋
画
曙
光
』
に
以
下
の
よ
う
に
報
告
さ
れ

て
い
る
。

（
前
略
）
書
中
「
不
取
敢
麁
末
の
品
有
合
に
ま
か
せ
」
と
あ
る
の
は
、

薩
摩
の
国
分
煙
草
で
あ
る
。
此
手
紙
と
共
に
曙
山
よ
り
直
武
に
賜
は

り
、
小
田
野
家
に
秘
蔵
し
て
あ
つ
た
。（
中
略
）
栄
翁
（
内
山
註
、

重
豪
の
こ
と
）
と
曙
山
と
の
交
情
の
篤
か
つ
た
事
は
、
栄
翁
の
墨
竹

に
曙
山
の
歌
を
讃
せ
る
幅
（
同
、
当
該
「
墨
竹
図
」
の
こ
と
）
が
現
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に
秋
田
の
奈
良
氏
に
蔵
せ
ら
る
ゝ
の
で
も
知
ら
れ
る
。
島
津
家
に
つ

い
て
調
べ
て
戴
い
た
が
、
此
直
武
の
和
蘭
陀
絵
の
幅
は
遂
に
見
当
ら

な
か
つ
た
。
恐
ら
く
維
新
の
頃
藩
邸
が
火
災
に
遇
つ
た
際
焼
失
し
た

の
で
あ
ら
う
と
の
事
で
あ
る
。
此
作
は
藩
主
よ
り
薩
州
公
へ
贈
る
べ

き
晴
れ
の
大
役
で
あ
つ
た
か
ら
、
直
武
に
執
つ
て
は
畢
生
の
力
作
で

あ
つ
た
に
相
違
な
く
、
若
し
今
日
伝
存
し
た
な
ら
ば
遺
作
中
第
一
の

も
の
で
あ
る
事
は
想
像
し
得
ら
れ
る
。
其
図
様
の
何
で
あ
つ
た
か
を

も
知
り
得
ぬ
事
は
寔
に
遺
憾
で
あ
る）

37
（

。

曙
山
あ
て
の
重
豪
礼
状
そ
の
も
の
が
、
薩
摩
の
国
分
煙
草
と
と
も
に
直

武
に
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
そ
の
作
が
曙
山
も
得
心
す
る
に
足

る
出
来
栄
え
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
書
状
か
ら
は
、
重
豪
が

直
武
画
を
入
手
す
る
前
年
、
す
な
わ
ち
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
時
点
で

す
で
に
直
武
の
「
阿
蘭
陀
画
」
に
強
い
興
味
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
曙
山
と
重
豪
と
は
こ
の
頃
い
か
な
る
関
係
に

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

先
の
山
本
氏
の
論
で
は
、
曙
山
長
女
・
梅
姫
（
豊
姫
）
が
没
し
た
翌
安

永
六
年
に
生
れ
た
次
女
宣
姫
（
幸
姫
）
の
誕
生
を
受
け
て
、
島
津
・
佐
竹

両
家
の
縁
組
が
復
し
た
か
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
間
に
島

津
家
で
は
筑
後
久
留
米
藩
主
・
有
馬
頼
貴
の
息
女
恒
姫
を
斉
宣
室
に
迎
え

る
べ
く
動
い
て
お
り
、
事
情
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
恒
姫
は

婚
姻
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
島
津
・
佐
竹
両

家
の
縁
は
復
活
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
曙
山
没
後
、
九
代
藩

主
義
和
の
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
婚
礼
の
儀
は
と
も
か
く
、
佐
竹
家
が

西
国
の
大
藩
で
あ
る
薩
摩
藩
島
津
家
と
の
関
係
を
維
持
し
、
さ
ら
に
緊
密

度
を
高
め
る
た
め
に
も
、
両
者
共
通
す
る
オ
ラ
ン
ダ
趣
味
が
き
わ
め
て
有

効
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
上
記
の
動
き
と
並
行
し
て
安

永
五
年
七
月
に
重
豪
の
三
女
茂
姫
（
安
永
二
癸
巳
年
六
月
一
七
日
鹿
児
島

生
れ
、
後
の
広
大
院
）
と
一
橋
豊
千
代
（
同
年
生
れ
、
後
の
一
一
代
将
軍

家
斉
）
と
の
間
に
縁
組
が
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
五
年
後
、
豊
千
代
は

将
軍
家
治
の
養
君
と
し
て
江
戸
城
の
西
丸
入
り
を
果
た
し
家
斉
と
改
名
、

茂
姫
も
一
橋
邸
を
経
て
次
期
将
軍
の
正
室
と
し
て
西
丸
に
移
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

上
記
の
経
緯
を
踏
ま
え
つ
つ
、
佐
竹
・
島
津
両
家
の
関
係
を
中
心
に
年

譜
と
し
て
整
理
し
て
み
た
も
の
が
【
別
表
】
で
あ
る
。
大
名
家
の
子
息
・

息
女
の
縁
組
に
つ
い
て
は
、
婚
約
か
ら
輿
入
れ
ま
で
数
年
を
要
す
る
の
が

通
例
で
も
あ
り
、
そ
の
展
開
過
程
を
知
る
た
め
曙
山
・
直
武
没
後
の
事
象

ま
で
含
め
て
記
述
し
て
あ
る
。
ま
た
記
載
に
際
し
、
島
津
家
と
一
橋
家
と

の
縁
組
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
記
す
と
と
も
に
、
重
豪

と
曙
山
（
本
来
は
義
敦
と
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
混
乱
を
避
け
る
た
め

画
号
の
曙
山
で
統
一
）
の
動
勢
を
う
か
が
う
必
要
か
ら
両
者
の
参
勤
に
つ

い
て
も
記
入
し
て
お
い
た）

38
（

。

︵
三
︶﹁
不
忍
池
図
﹂
の
贈
り
先

鉱
山
開
発
を
め
ぐ
る
田
沼
意
次
（
一
七
一
九
〜
八
八
）
の
施
策
と
平
賀

源
内
の
動
向
、
さ
ら
に
秋
田
藩
と
の
密
接
な
関
係
性
に
つ
い
て
は
諸
書
に

触
れ
ら
れ
拙
稿
で
も
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が）

39
（

、
や
が
て
家
斉
の
将
軍
就
任
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小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

【別表】 佐竹 ・島津両家関係略年譜

和暦 西暦 事　　　　　項

安永2 1773

5/3 曙山（26歳）の長女梅姫（のち豊姫と改名）が誕生。
6/17 重豪 （29歳） の三女於篤 （茂姫、後の広大院、1773 ～ 1844） が鹿児島で生れる （母は側室、
市田氏於登勢）。

12/6 重豪の嫡子虎寿丸（斉宣、1773～1841）が生れる（母は側室、堤中納言代長娘於千萬）。

安永3 1774
3/1 於篤 （茂姫）、 鹿児島を発ち江戸に向かう。

6/27 曙山（27歳）長女梅姫（豊姫）と重豪（30歳）嫡子虎寿丸（斉宣）との婚約が調う。
安永4 1775 10/26 重豪（31歳）の継室（甘露寺矩長娘於綾・多千姫）が江戸高輪邸で死去。

安永5 1776

3/28 重豪（32歳）嫡子虎寿丸（斉宣）と縁組予定の曙山（29歳）長女梅姫（豊姫）が婚儀の
前に病死（4歳）。そのため、重豪は筑後久留米藩主である有馬頼貴の娘恒姫を斉宣室に迎える
べく幕府に申請、11/27許可される。
曙山【5/8久保田（秋田）発→5/24江戸着】
重豪【4/21鹿児島発→6/5江戸着】
7/19  重豪三女茂姫と一橋治済嫡子豊千代 （1773～1841） との婚姻が幕府から許可され、 名を茂
姫に改める。

8/ 茂姫の生母於登勢は 「御内証様」 として正室に準ずる扱いとなる。

安永6 1777
4/6 曙山（30歳）の次女宣姫（のち幸姫、1777～96）が誕生。
曙山【4/27江戸発→5/12久保田（秋田）着】
重豪（33歳）【4/21江戸発→6/6鹿児島着】

安永7 1778

重豪（34歳）【1/21鹿児島発→3/2江戸着】
7/28 田沼意次 （1719～88） の甥 ・意致 （1741～96） が一橋家の家老となる。

閏7/10 久保田（秋田）城が全焼する。
9/7 曙山（31歳）、「画法綱領・画図理解」を書く。曙山筆「湖山風景図」もこのころ描かれる。
9/21 秋田藩からの借財申請により、幕府から1万両の貸与が許可される。
9/24 小田野直武、「久保田（秋田）定府」ならびに曙山の「御側御小姓並」を命じられる。
曙山【10/2久保田（秋田）発→10/23江戸着】※体調不良のため参勤が半年遅延、この際に直
武も随行

安永8 1779
3/20 重豪（35歳）、曙山（32歳）あて書簡において一昨日（3/18）の「去年御約束之御家来阿
蘭陀画」受領を謝す。直武、曙山からこの書状と薩摩名産の国分煙草を褒美として下賜される。
重豪【5/15江戸発→6/28鹿児島着】※曙山は体調不良のため江戸に滞留

安永9 1780 重豪（36歳）【1/9鹿児島発→2/18江戸着】※曙山は江戸に滞留

天明元 1781

閏5/18 一橋豊千代 （9歳） 将軍家治の養君となり江戸城西丸に入り、 12/3家斉と改名。

閏5/19 茂姫 （9歳） 一橋邸に入り、 9/23一橋家から西丸に移る。

曙山（34歳）【5/7江戸発→5/24久保田（秋田）着】
重豪（37歳）【3/28江戸発→5/15鹿児島着】【6/21鹿児島発→7/27江戸着】

天明5 1785
4/25 曙山（38歳）の嫡子が元服し、名を義和（1775～1815）に改める。
6/10 曙山、江戸藩邸にて病没。7/26義和が家督相続。

天明6 1786 9/8 将軍家治が死去 （50歳）。

天明7 1787
4/15 家斉 （15歳） 11代将軍となる。

11/15 茂姫 （15歳） 右大臣近衛経熙の養女となり、 寔子の名を賜る。

12/7 重豪嫡子斉宣（15歳）が元服・叙任。

寛政元 1789
2/4 家斉 （17歳） と茂姫 （17歳） の婚礼が行われる。

2/ 重豪嫡子斉宣（17歳）と有馬頼貴娘恒姫との婚姻願いが許可されるも、恒姫は9/26に死去。

寛政2 1790 9/28 佐竹家との縁により、重豪嫡子斉宣（18歳）と曙山次女幸姫（14歳）との縁組が許可さ
れる。

寛政3 1791 2/27 重豪嫡子斉宣（19歳）と曙山次女幸姫（15歳）が婚姻。

寛政8 1796 1/ 幸姫（20歳）が敦姫と改名、5月には重豪の勧めで美栄姫と改めるも、6/11に死去。年末に
は陸奥二本松藩主丹羽長祥の妹亭姫を継室に迎える話が展開。
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に
も
尽
力
す
る
こ
と
に
な
る
意
次
の
甥
・
田
沼
意
致
（
一
七
四
一
〜

九
六
）
が
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
七
月
に
一
橋
家
の
家
老
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
年
は
、
秋
田
蘭
画
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
機
の
年
で
あ
っ
た
。

江
戸
の
源
内
周
辺
で
蘭
画
修
業
に
励
ん
で
い
た
角
館
組
下
給
人
の
直
武

は
、
こ
の
年
四
月
「
久
保
田
定
府
」
な
ら
び
に
曙
山
の
「
御
側
御
小
姓

並
」
を
命
じ
ら
れ
、
秋
田
（
久
保
田
）
に
移
り
曙
山
の
身
近
に
侍
す
る
こ

と
に
な
る）

40
（

。
そ
の
後
七
月
ま
で
に
曙
山
の
代
表
作
「
湖
山
風
景
図
」
が
描

か
れ
、
さ
ら
に
九
月
に
は
「
画
法
綱
領
・
画
図
理
解
」
が
曙
山
に
よ
り
著

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
閏
七
月
一
〇
日
に
は
久
保
田
城
が
全
焼
し
、
翌

月
の
借
財
申
請
を
受
け
る
か
た
ち
で
幕
府
が
一
万
両
の
貸
与
を
許
可
し
た

の
が
九
月
。
そ
し
て
一
〇
月
、
直
武
は
曙
山
の
参
勤
に
随
行
し
江
戸
に
上

る
こ
と
に
な
る
。
藩
の
将
来
を
も
左
右
し
か
ね
な
い
重
要
な
時
期
に
、
秋

田
蘭
画
の
活
動
は
ち
ょ
う
ど
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る）
41
（

。曙
山
か
ら
重
豪
に
向
け
て
「
御
家
来
阿
蘭
陀
画
」
す
な
わ
ち
直
武
の
洋

風
画
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
年
が
明
け
て
安
永
八
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
曙
山
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
直
武
は
、
安
永
七
年
一
〇
月
二
三
日

江
戸
到
着
後
時
を
お
か
ず
に
本
格
的
な
制
作
に
着
手
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
間
に
許
さ
れ
た
制
作
期
間
は
、
表
装
等
に
要
す
る
時
間
を
勘
案

す
る
と
、
正
味
三
〜
四
か
月
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
で
は
、
こ
の
時

に
贈
ら
れ
た
直
武
画
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題

に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
秋
田
蘭
画
中
、
唯
一
三
幅
対
を
な
す
「
唐

太
宗
花
鳥
図
」
が
、
大
名
な
ど
為
政
者
の
所
持
す
る
に
相
応
し
い
鑑
戒
画

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
図
が
元
々
九
州
に
所
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
重
豪
に
贈
ら
れ
た
直
武
の
「
阿
蘭
陀
画
」
が
、「
唐
太
宗
花

鳥
図
」
の
よ
う
な
作
品
で
は
な
か
っ
た
か
（
あ
る
い
は
本
作
そ
の
も
の

か
）
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
き
た）

42
（

。
こ
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で
今
橋
氏

は
、「
他
に
類
例
を
見
な
い
一
点
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
、
そ
れ
か
ら
別

格
の
大
き
さ
と
形
態
（
大
き
な
横
幅
で
あ
る
と
い
う
点
）」
か
ら
「
唐
太

宗
花
鳥
図
」
同
様
「
不
忍
池
図
」
も
「
お
そ
ら
く
は
蘭
癖
大
名
な
ど
、
上

級
武
士
階
層
の
誰
か
へ
、
献
上
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
描
か
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
）
43
（

。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者

も
全
く
の
同
意
見
で
あ
る
。
そ
し
て
、
島
津
家
と
一
橋
家
の
縁
組
の
祝
儀

品
と
し
て
曙
山
が
誂
え
、
蘭
癖
大
名
の
重
豪
そ
の
人
に
贈
っ
た
も
の
、
と

い
う
の
が
筆
者
の
想
定
す
る
成
立
事
情
で
あ
る
。
何
よ
り
そ
の
仮
説
に
立

つ
時
に
は
じ
め
て
、「
不
忍
池
図
」
を
構
成
す
る
個
々
の
モ
チ
ー
フ
が
特

別
な
意
味
合
い
を
帯
び
て
く
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
紅
白
の
芍
薬
で
あ
る
。
男
女
の
祝
言
を
象
徴
的

に
表
現
す
る
と
と
も
に
、
蕾
は
当
然
の
こ
と
子
孫
繁
栄
を
意
味
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
一
橋
家
は
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
命
に
よ
り

そ
の
四
男
宗
尹
に
始
ま
る
家
柄
で
、
吉
宗
次
男
宗
武
が
起
こ
し
た
田
安

家
、
九
代
将
軍
家
重
の
次
男
重
好
が
起
こ
し
た
清
水
家
と
と
と
も
に
、
徳

川
将
軍
家
か
ら
分
立
し
た
御
三
卿
の
一
つ
。
将
軍
家
に
後
嗣
が
な
い
場
合

に
は
次
期
将
軍
を
、
ま
た
徳
川
御
三
家
へ
も
後
継
者
を
供
給
す
る
役
割
も

担
っ
て
い
た
。
事
実
、
当
の
一
橋
豊
千
代
は
一
〇
代
将
軍
家
治
の
養
君
を

経
て
、
一
一
代
将
軍
家
斉
と
な
っ
て
い
る）

44
（

。
三
家
の
当
主
は
公
卿
の
位
で
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（
一
三
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

あ
る
従
三
位
に
昇
り
、
省
の
長
官
（
卿
）
に
任
ぜ
ら
れ
る
例
で
あ
っ
た
た

め
に
「
御
三
卿
」
と
称
し
た
と
も
い
う
が
、
徳
川
将
軍
家
（
宗
家
）
を
補

佐
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
画
面
右
に
描
か
れ

る
、
地
面
か
ら
勢
い
よ
く
伸
び
上
が
る
柳
の
樹
か
ら
は
「
柳
営
」
す
な
わ

ち
徳
川
将
軍
家
が
想
起
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る）

45
（

。
そ
し
て
、
樹
幹
か
ら
生
え

出
た
ヒ
コ
バ
エ
は
新
生
、
あ
る
い
は
子
孫
繁
栄
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
発

信
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、「
柳
営
」
を
連
想

さ
せ
る
柳
樹
の
も
と
に
「
花
の
宰
相
」
の
異
名
を
も
つ
芍
薬
が
置
か
れ
た

意
味
も
自
ず
と
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

蓮
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
た
不
忍
池
に
、
そ
の
片
鱗
さ
え
描
か
れ
て
い

な
い
点
に
関
し
て
は
、
画
面
に
配
し
た
四
季
の
う
ち
蓮
が
枯
れ
た
冬
景
色

を
当
て
た
ゆ
え
と
し
、
さ
ら
に
は
漢
方
薬
と
し
て
も
効
能
の
あ
っ
た
蓮
根

の
存
在
を
水
面
下
に
想
定
す
る
山
本
氏
に
よ
る
指
摘
も
あ
る）

46
（

。
確
か
に
、

「
不
忍
池
図
」
に
先
行
す
る
直
武
に
よ
る
同
主
題
の
眼
鏡
絵
作
品
に
お
い

て
は
、
白
鳥
な
ど
の
渡
り
鳥
を
配
し
た
冬
の
景
観
が
捉
え
ら
れ
蓮
は
ま
っ

た
く
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
た
結
果
と
も
言
い
得

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
花
道
書
で
は
「
嫌
ふ
べ
き
類
ひ
の

事
」
の
一
つ
と
し
て
「
祝
儀
に
嫌
ふ
類
ひ
」
に
蓮
を
挙
げ
て
お
り）

47
（

、
婚
礼

に
対
す
る
禁
忌
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
避
け
ら
れ
た
可
能
性
も
想
定
し
得
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
弁
天
堂
へ
の
参
道
で
あ
る
【
図

13
】。
太
鼓
橋
の
架
か
る
参
道
上
に
は
、
規
則
的
に
配
さ
れ
た
石
灯
籠
群

に
隣
接
す
る
か
た
ち
で
、
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。
参
道

入
口
の
鳥
居
右
手
に
は
二
人
物
の
佇
む
姿
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
と
り

わ
け
興
味
を
引
か
れ
る
の
が
参
道
を
右
へ
と
ゆ
っ
た
り
歩
む
よ
う
に
描
か

れ
た
三
つ
の
人
影
で
あ
る
。
わ
ず
か
五
ミ
リ
に
も
満
た
な
い
見
逃
し
て
し

ま
い
そ
う
な
像
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
刀
を
差
し
た
武
士
と
奥
方
、
そ
し
て

少
女
と
思
し
き
像
が
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
【
図

14
】。弁

天
堂
に
祀
ら
れ
た
弁
財
天
は
巳
年
の
守
護
神
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、

茂
姫
は
安
永
二
年
の
巳
年
生
れ
で
あ
っ
た）

48
（

。
参
詣
を
終
え
た
ば
か
り
の
武

家
家
族
の
団
欒
風
景
と
も
見
え
る
三
者
を
、
重
豪
と
そ
の
奥
方
、
そ
し
て

本
図
の
推
定
制
作
時
に
七
歳
と
な
っ
て
い
た
茂
姫
に
比
定
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
な
ら
（
も
ち
ろ
ん
実
際
に
こ
の
よ
う
な
三
人
だ
け
の
参
詣
が
大
藩

の
藩
主
と
夫
人
、
息
女
に
可
能
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
）、
愛
娘
の

行
く
末
の
幸
福
と
そ
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
一
橋
家
、
さ
ら
に
島
津
家
の
繁
栄

と
を
祈
っ
て
の
親
子
水
入
ら
ず
の
参
詣
風
景
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
重
要
な
点
は
、
こ
れ
ら
微
小
な
姿
が
置
か
れ
る
の
が
画

面
ほ
ぼ
中
央
、
透
視
遠
近
法
の
焦
点
に
位
置
し
て
い
る
事
実
で
あ
ろ
う
。

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
こ
の
家
族
こ
そ
が
、
実
は
「
不
忍

池
図
」
の
主
人
公
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
重
豪
に
対
し
て
は
曙
山
か
ら
秋
田
蘭

画
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
贈
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
を
証
す
る
一
資

料
が
、
近
年
発
見
さ
れ
た
曙
山
の
年
寄
共
あ
て
書
状
（
秋
田
市
立
佐
竹
史

料
館
蔵
）【
図
15
】
で
あ
る）

49
（

。
安
永
七
年
二
月
、
久
保
田
（
秋
田
）
に
帰

国
中
の
曙
山
が
年
寄
ど
も
に
対
し
、
直
武
の
処
遇
（
角
館
の
組
下
給
人
か

ら
藩
絵
師
へ
の
切
り
替
え
）
の
早
急
な
検
討
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
一
四
）

研
究
論
文
集
一
三
三
号
　
二
〇
二
一
・
一
二

昨
日
於
天
徳
寺
（
内
山
註
、
天
徳
寺
は
佐
竹
家
菩
提
寺
）
一
寸
申
候

武
助
（
同
、
直
武
の
こ
と
）
事
、
早
々
相
談
之
形
可
申
聞
候
、
納
戸

入
り
も
奥
入
も
い
か
が
ニ
候
ハ
バ
無
是
非
、
兄
弟
等
有
之
候
ハ
バ
、

右
ニ
而
親
家
為
継
、
武
助
事
ハ
剃
髪
申
付
、
絵
師
ニ
召
出
し
候
外
無

之
候
。
左
様
も
無
之
候
得
ば
、
是
迄
態
々
江
戸
へ
遣
、
稽
古
為
致
候

所
空
く
相
成
り
、
且
つ
又
、
只
今
ニ
て
ハ
薩
州
始
メ
藝
州
ニ
不
限
、

多
分
世
上
よ
り
数
枚
之
画
之
無
心
有
之
、
為
書
遣
候
処
、
目
通
も
不

致
候
而
ハ
、
何
々
と
や
ら
不
都
合
ニ
存
候
、
何
分
幸
ひ
、
当
時
此
表

へ
呼
置
候
故
、
此
節
よ
り
相
極
メ
置
候
□
□
、
以
上
／
二
月
廿
（
十

カ
）
九
日
、
年
寄
共
へ
（
傍
線
は
内
山
）

こ
こ
で
は
、
直
武
を
江
戸
に
遣
わ
し
た
理
由
を
「
是
迄
態
々
江
戸
へ

遣
、（
絵
の
）
稽
古
為
致
候
」
と
絵
画
修
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
点
が
重
視
さ
れ
る
の
だ
が
、
加
え
て
「
只
今
ニ
て
ハ
薩
州
始
メ
藝

州
ニ
不
限
、
多
分
世
上
よ
り
数
枚
之
画
之
無
心
有
之
、
為
書
遣
候
処
」

と
、
薩
摩
（
島
津
家
）
や
安
芸
（
浅
野
家
）
等
か
ら
蘭
画
が
し
き
り
に
求

め
ら
れ
て
い
た
実
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
為
書
遣
候
処
」
と
い

う
文
言
か
ら
は
、
こ
の
安
永
七
年
時
点
に
お
い
て
す
で
に
両
家
に
は
蘭
画

を
贈
与
済
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
し
て
み
る
と
、
翌
八
年
三
月
に

重
豪
が
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
作
品
は
、
初
め
て
の
直
武
作
品
で
は
な

か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
最
初
に
入
手
し
た
作
品
の
出
来
栄

え
に
感
じ
入
っ
た
重
豪
が
、
さ
ら
に
追
加
注
文
し
た
と
い
う
の
が
真
相

だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
と
し
て
は
、
先
行
す
る
作
と
し
て
「
唐
太
宗
花
鳥
図
」
三

幅
対
が
あ
り
、
さ
ら
に
追
加
す
る
形
で
贈
ら
れ
た
の
が
「
不
忍
池
図
」
で

あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
な
お
、
直
武
が
「
不
忍
池
図
」
制
作
に
着
手
し
た

時
期
が
、
先
述
の
よ
う
に
江
戸
に
到
着
し
た
一
〇
月
末
以
降
、
数
か
月
間

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
な
ら
、
旧
暦
と
は
い
え
花
弁
を
付
け
た
花
卉
は
存

在
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
初
夏
か
ら
盛
夏
に
か
け
て
開
花
す
る
芍
薬
や
金

盞
花
、
清
蘭
草
は
い
ず
れ
も
す
で
に
用
意
さ
れ
て
い
た
写
生
図
に
も
と
づ

き
描
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
芍
薬
の
葉
の
周
縁
部
が
や
や
め
く
れ

上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
る
の
も
、
地
植
え
や
鉢
植
え
（
満
開
で
も

葉
が
萎
れ
る
こ
と
は
な
い
）
で
な
く
、
水
分
補
給
を
十
分
に
な
し
え
な
い

切
り
花
（
吸
水
が
不
十
分
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
葉
は
次
第
に
萎
れ
内
側

に
向
か
っ
て
捲
れ
て
い
く
）
を
写
生
し
た
が
ゆ
え
の
結
果
だ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
図
の
制
作
に
際
し
直
武
は
、
切
り
花
の
写
生
と

別
に
用
意
し
た
鉢
（
銅
器
で
あ
ろ
う
）
の
写
生
図
と
を
組
み
合
わ
せ
る
か

た
ち
で
絵
を
完
成
さ
せ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
季
節
的
な
違

和
感
は
、
実
際
の
景
観
と
別
に
用
意
さ
れ
た
季
節
外
れ
の
花
卉
と
を
合
体

さ
せ
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
鉢
植
え
に
改
変
し

た
理
由
と
し
て
は
、
末
永
い
幸
福
と
子
孫
の
繁
栄
と
を
願
う
婚
礼
に
関
わ

る
作
品
と
し
て
は
、
す
ぐ
に
枯
れ
て
し
ま
う
短
命
の
切
り
花
が
相
応
し
く

な
か
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、「
墨
竹
図
」
に
認
め
ら
れ
た
曙
山
の
賛

に
は
、
本
歌
（
年
寿
の
祝
い
）
と
は
異
な
る
意
味
合
い
が
託
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
「
わ
が
友
」
を
重
豪
、

「
君
」
を
嫁
ぎ
先
の
一
橋
家
の
若
君
豊
千
代
、「
呉
竹
」
を
茂
姫
と
み
な
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（
一
五
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

し
、
さ
ら
に
「
千
代
」
に
豊
千
代
を
か
け
て
い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
曙
山
は
こ
の
歌
に
、
島
津
家
と
将
軍
家
に
つ
な
が
る
一
橋

家
両
家
の
婚
礼
を
寿
ぎ
、
末
永
い
繁
栄
を
祈
念
す
る
意
を
込
め
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
さ
ら
に
、
表
装
の
中
廻
し
部
分
に
は
「
寿
」
字
に
竹
叢
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
【
図
16
】。
と
く
に
「
寿
」
字
自

体
、
蛇
が
文
字
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
点
に
留
意
し
た
い
。
ま

た
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
立
っ
て
み
る
と
、
先
の
重
豪
書
状
の
追
而
書
に
記

さ
れ
た
「
家
内
よ
り
も
同
前
申
上
度
申
居
候
」
の
一
節
も
、
家
族
（
身

内
）
に
関
わ
る
私
的
事
項
（
子
息
や
息
女
の
婚
礼
等
）
を
示
唆
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
場
合
「
家
内
」
と
は
茂
姫
の
生
母
で
、「
御
内

証
様
」
と
し
て
正
室
亡
き
後
、
そ
れ
に
準
ず
る
扱
い
と
な
っ
て
い
た
於
登

勢
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

直
武
の
畢
生
の
大
作
で
あ
る
「
不
忍
池
図
」
は
、
佐
竹
家
と
の
間
で
親

密
の
度
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
島
津
家
に
向
け
、
当
時
進
行
中
だ
っ
た
島
津

家
と
一
橋
家
と
の
婚
儀
を
祝
う
目
的
で
贈
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
、
筆
者
は

そ
う
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
先
に
紹
介
し
た
安
永
七
年
二
月
、
久
保
田

（
秋
田
）
に
帰
国
中
の
曙
山
が
年
寄
ど
も
に
対
し
て
指
示
し
た
文
書
に
、

「
目
通
も
不
致
候
而
ハ
、
何
々
と
や
ら
不
都
合
ニ
存
候
」
と
あ
る
か
ら
に

は
、
曙
山
が
直
武
を
間
近
に
召
し
て
、
描
く
べ
き
内
容
に
つ
い
て
も
詳
細

な
指
示
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る）

50
（

。

こ
の
観
点
か
ら
、
改
め
て
弁
天
堂
へ
の
参
道
上
の
人
物
像
に
着
目
し
て

み
よ
う
。
眼
鏡
絵
と
し
て
制
作
さ
れ
た
「
不
忍
池
図
」
に
は
、
弁
天
堂
側

に
参
詣
を
終
え
た
ら
し
き
一
女
性
、
両
側
に
三
対
ず
つ
計
一
二
基
の
石
灯

籠
を
配
し
た
太
鼓
橋
を
挟
ん
で
鳥
居
の
左
下
に
立
ち
話
を
し
て
い
る
よ
う

な
二
人
、
さ
ら
に
池
畔
の
道
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
よ
う
な
三
人
物
が
描
写
さ
れ

る
【
図
17
】
も
の
の
、
こ
こ
に
は
家
族
を
想
起
さ
せ
る
特
別
な
状
況
は
認

め
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
先
述
の
家
族
イ
メ
ー
ジ
は
意
図
し
て
選
択
さ
れ

た
も
の
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
の
採
用
を
指
示
し
た

人
物
は
、
贈
り
主
の
曙
山
を
措
い
て
他
に
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
そ
の
命

に
見
事
に
応
え
て
み
せ
た
の
が
、『
解
体
新
書
』
の
図
版
制
作
以
来
培
っ

て
き
た
直
武
の
確
か
な
描
写
力
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
表
現
に
気
づ

い
た
は
ず
の
重
豪
は
、
は
た
し
て
い
か
な
る
思
い
に
駆
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
筆
者
に
は
、
前
出
の
曙
山
（
そ
し
て
直
武
）
に
宛
て
た
書
状
の
文

面
こ
そ
が
そ
の
感
激
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ

が
。︵

四
︶
他
作
品
の
伝
来
経
緯
に
つ
い
て

複
数
の
蘭
画
作
品
が
重
豪
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
作
品
の
伝
来
経
緯
に
つ
い
て
の
可
能
性
も
考
察
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
「
唐
太
宗
花
鳥
図
」
に
つ
い
て
は
成
瀬
不
二
雄
氏
が
、「
言
い
伝
え

る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
三
幅
対
（「
唐
太
宗
花
鳥
図
」）
は
九
州
に

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
絵
は
直
武
の
洋
風
画
と
し
て
か
な
り
の
成
熟
度
を

示
し
て
い
る
の
で
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
頃
に
佐
竹
曙
山
に
命
じ
ら

れ
て
、
全
力
を
傾
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
か
と
考
え
る
）
51
（

。」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
伝
承
で
は
九
州
と
あ
る
だ
け
で
、
特
定
の
地
域
に
絞
り
込
む
の

は
困
難
だ
が
、
重
豪
の
所
持
し
て
い
た
作
品
が
伝
来
す
る
可
能
性
の
あ
る
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研
究
論
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一
三
三
号
　
二
〇
二
一
・
一
二

地
域
と
し
て
は
、

①
薩
摩
・
鹿
児
島
＝
島
津
家
の
領
国

② 
豊
前
・
中
津
＝
重
豪
次
男
で
蘭
癖
大
名
と
し
て
も
著
名
な
昌
高

（
一
七
八
一
〜
一
八
五
五
）
養
子
先
の
奥
平
家

③ 

筑
前
・
福
岡
＝
重
豪
一
三
男
・
斉
溥
（
後
の
長
溥
、
一
八
一
一
〜

八
七
）
の
養
子
先
で
、
蘭
癖
大
名
と
し
て
も
著
名
な
斉
清
が
当
主
で

あ
っ
た
黒
田
家

な
ど
九
州
各
地
に
及
ぶ
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
成
瀬
氏
の
指
摘
ど
お
り
、

当
初
は
重
豪
本
人
に
向
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
だ

ろ
う
。

次
に
、
桑
名
・
照
源
寺
伝
来
の
直
武
筆
「
日
本
風
景
図
」【
図
18
】
に

つ
い
て
だ
が
、
同
寺
が
松
平
定
信
（
一
七
五
八
〜
一
八
二
九
）
の
菩
提
寺

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
曙
山
の
次
代
を
継
い
だ
九
代
藩
主
佐
竹
義
和
と
定
信

と
の
関
係
性
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た）

52
（

。
し
か
し
、
薩
摩

を
起
点
と
す
る
人
間
関
係
を
探
っ
て
み
る
と
、
重
豪
の
第
八
子
孝
姫
（
寿

姫
、
一
八
〇
九
〜
六
二
）
が
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
二
月
に
定
信

の
孫
で
あ
る
定
和
（
一
八
一
二
〜
四
一
）
に
嫁
い
で
い
る
こ
と
が
知
れ
、

佐
竹
曙
山
↓
島
津
重
豪
↓
桑
名
松
平
家
と
い
う
ル
ー
ト
も
想
定
可
能
と

な
っ
て
く
る
。
そ
も
そ
も
本
図
は
描
写
内
容
か
ら
、
弁
財
天
に
関
わ
る
景

観
を
描
い
た
も
の
と
の
指
摘
も
あ
る）

53
（

。
そ
し
て
、
当
の
孝
姫
は
文
化
六
年

己
巳
年
と
い
う
弁
財
天
ゆ
か
り
の
干
支
の
生
れ
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、

直
武
が
三
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
か
ら
二
八
年
後
に
生
れ
た
孝
姫
に

向
け
て
の
制
作
で
あ
る
は
ず
は
な
い
の
だ
が
、
島
津
家
に
あ
っ
た
本
図

（
当
初
は
、
巳
年
生
ま
れ
の
茂
姫
の
存
在
を
念
頭
に
お
い
て
の
作
品
だ
っ

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
）
を
、
弁
財
天
の
縁
年
に
当
た
る
「
己
巳
」
年
生
ま

れ
の
姫
に
持
参
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

最
後
に
、
現
在
行
方
不
明
な
が
ら
『
日
本
洋
画
曙
光
』
に
モ
ノ
ク
ロ
図

版
で
紹
介
さ
れ
る
「
白
蛇
図
」【
図
19
】
に
つ
い
て
。
舶
載
さ
れ
た
『
ヨ

ン
ス
ト
ン
動
物
図
譜
』
の
挿
図
を
転
用
し
て
描
か
れ
た
本
図
は
、
福
岡
藩

の
重
職
の
家
に
伝
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る）

54
（

。
前
記
の
よ
う
に
福
岡
藩
は
、

重
豪
の
一
三
男
・
斉
溥
（
長
溥
）
が
養
子
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
持

参
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
主
題
の
白
蛇
は
弁
財
天

の
使
い
で
あ
る
。
上
記
作
品
同
様
に
、
本
図
も
や
は
り
茂
姫
に
関
わ
る
贈

答
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な

い
。

お
わ
り
に

曙
山
の
作
品
系
列
に
お
い
て
、
破
格
の
大
き
さ
を
誇
る
二
作
品
が
あ

る
。
一
つ
は
、
本
紙
だ
け
で
縦
一
七
三
㎝
と
い
う
秋
田
蘭
画
の
な
か
で
も

最
大
級
の
「
松
に
唐
鳥
図
」
で
、
二
つ
め
が
縦
一
五
九
・
七
㎝
の
「
岩
に

牡
丹
図
」（
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
蔵
）【
図
20
】
で
あ
る
。
表
装
を
含
め

た
法
量
は
優
に
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
見
る
者
は
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ

る
。
前
者
に
つ
い
て
は
別
稿）

55
（

で
詳
述
し
た
が
、
い
ず
れ
も
相
当
な
身
分
の

贈
り
先
が
想
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
く
に
後
者
に
つ

い
て
は
、
直
武
に
同
図
様
の
「
牡
丹
図
」
が
現
存
し
、
曙
山
作
の
主
要
部
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（
一
七
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

分
は
直
武
の
写
生
図
に
も
と
づ
く
も
の
と
解
さ
れ
る
の
だ
が
、
ま
さ
に

「
百
花
の
王
」
と
讃
え
ら
れ
る
紅
白
の
牡
丹
が
、
プ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
を

用
い
た
色
鮮
や
か
な
太
湖
石
の
か
た
わ
ら
で
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
、
二
匹

の
蝶
が
舞
う
祝
祭
的
な
表
現
に
満
ち
た
図
様
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
牡
丹
は
富
貴
の
象
徴
で
あ
り
、
蝶
と
太
湖
石
は
長
寿
を

意
味
す
る
吉
祥
的
な
主
題
を
扱
う
と
と
も
に
、
写
実
的
な
描
写
に
対
す
る

驚
き
を
表
し
た
輪
王
寺
宮
五
世
・
公
遵
法
親
王
（
一
七
二
二
〜
八
八
）
の

賛
を
と
も
な
う
堂
々
た
る
作
品
で
あ
る）

56
（

。
こ
れ
ほ
ど
の
大
幅
に
仕
上
げ
、

さ
ら
に
貴
人
の
賛
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
曙
山
快
心
の
作
だ
っ
た
に
相

違
な
く
、
伝
来
経
緯
は
不
明
な
が
ら
大
名
ク
ラ
ス
以
上
へ
の
贈
答
品
だ
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
直
武
に
よ
る
紅
白
の
芍
薬
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
「
不
忍
池
図
」
と
は
別
に
、
曙
山
は
自
ら
が
手
が
け
た
こ

の
種
の
紅
白
牡
丹
図
を
重
豪
に
贈
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
想
像

し
て
み
た
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
地
植
え
が
基
本
の
木
性
で
あ
る

牡
丹
を
不
忍
池
畔
に
配
し
た
場
合
、
柳
営
を
意
味
す
べ
き
柳
樹
を
は
じ
め

と
し
て
、
他
の
花
卉
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
構
成
に
相

当
の
制
約
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
直
武
に
芍
薬
の
描
写
を
選

択
さ
せ
た
（
あ
る
い
は
指
示
し
た
）
理
由
の
一
端
は
、
こ
の
辺
に
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
、
芍
薬
は
選
ば
れ
る
べ
く
し

て
選
ば
れ
た
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

曙
山
か
ら
島
津
家
に
贈
ら
れ
た
「
御
家
来
阿
蘭
陀
画
」
に
つ
い
て
、
百

穂
が
「
此
作
は
藩
主
よ
り
薩
州
公
へ
贈
る
べ
き
晴
れ
の
大
役
で
あ
つ
た
か

ら
、
直
武
に
執
つ
て
は
畢
生
の
力
作
で
あ
つ
た
に
相
違
な
く
、
若
し
今
日

伝
存
し
た
な
ら
ば
遺
作
中
第
一
の
も
の
で
あ
る
事
は
想
像
し
得
ら
れ
る
。」

（『
日
本
洋
画
曙
光
』）
と
記
し
た
時
点
で
、
直
武
の
「
不
忍
池
図
」
の
存

在
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
文
言
こ
そ
、「
不
忍
池
図
」
に
捧
げ

ら
れ
る
に
誠
に
相
応
し
い
「
賛
辞
」
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ

う
。註

1
．
藩
政
期
に
お
い
て
は
一
般
に
、
地
域
あ
る
い
は
藩
の
名
称
と
し
て
「
久
保

田
」
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
「
秋
田
」
に
統
一
し

た
。
た
だ
し
、
城
な
い
し
城
下
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
古
代
に
出
羽
経
営
の

た
め
設
け
ら
れ
た
「
秋
田
城
」
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
「
久
保
田
（
秋

田
）」
と
表
記
し
た
。

2
．
今
橋
理
子
『
秋
田
蘭
画
の
近
代　

小
田
野
直
武
『
不
忍
池
図
』
を
読
む
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
二
三
頁
。
同
書
に
は
、
秋
田
蘭
画
の

研
究
史
と
「
不
忍
池
図
」
発
見
後
の
経
緯
が
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

3
．
拙
稿
「
秋
田
蘭
画
を
読
む
―
小
田
野
直
武
筆
『
不
忍
池
図
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（
辻
惟
雄
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
美
術
史
の
水
脈
』
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
三
年
、
所
収
）。

4
．
山
本
丈
志
「
秋
田
蘭
画
・
小
田
野
直
武
を
と
り
ま
く
イ
メ
ー
ジ
（
1
）・

（
2
）」（
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
『
秋
田
美
術
』
三
九
・
四
〇
号
、

二
〇
〇
三
・
四
年
）、「
四
季
絵
『
不
忍
池
図
』
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
」

（
同
四
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）、「
椿
説
・
秋
田
蘭
画
／
『
秋
田
蘭
画
』
の
時

代
感
覚
と
再
発
見
へ
の
道
程
」（
同
四
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）、「
秋
田
蘭
画

を
め
ぐ
る
、
未
着
手
の
文
化
的
背
景
」（
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
『
国

際
日
本
学
』
第
八
号
、
二
〇
一
〇
年
）、「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
系
譜
―
秋
田
蘭
画

と
《
不
忍
池
図
》
を
め
ぐ
る
諸
相
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
二
八
号

（
醍
醐
書
房
、
二
〇
一
三
年
）。

5
．
註
2
今
橋
氏
前
掲
書
、
三
二
四
〜
九
頁
。

6
．
切
り
株
等
の
断
面
を
描
写
す
る
意
味
に
つ
い
て
は
、
註
3
前
掲
拙
稿
に
お

い
て
論
じ
て
い
る
。
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（
一
八
）

研
究
論
文
集
一
三
三
号
　
二
〇
二
一
・
一
二

7
．
安
永
八
年
の
江
戸
図
に
よ
れ
ば
左
か
ら
下
野
喜
連
川
藩
上
屋
敷
（
当
主
は

七
代
恵
氏
、
一
七
五
二
〜
一
八
二
九
）、
富
山
藩
（
加
賀
藩
支
藩
）
中
屋
敷

（
七
代
前
田
利
久
、
一
七
六
一
〜
八
七
）、
そ
し
て
山
形
藩
下
屋
敷
（
秋
元
家

二
代
永
朝
、
一
七
三
八
〜
一
八
一
〇
）
に
相
当
す
る
。

8
．『
花
鳥
画
の
世
界
8
―
幕
末
の
百
花
譜
―
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
八
二
年
）

ほ
か
。

9
．
今
橋
氏
、
註
1
前
掲
書
や
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
の
展
覧
会
図
録
等
で
は

そ
れ
を
踏
ま
え
た
解
説
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

10
．
北
村
四
郎
ほ
か
編
『
原
色
日
本
植
物
図
鑑
・
草
木
編
Ⅰ
』（
保
育
社
、

一
九
五
七
年
）
一
八
三
頁
、
佐
竹
義
輔
ほ
か
編
『
日
本
の
野
生
植
物
・
草
木

Ⅲ
合
弁
花
類
』（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
八
七
頁
。

11
．
多
く
の
絵
手
本
を
刊
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
大
坂
の
絵
師
・
橘
守
国

（
一
六
七
九
〜
一
七
四
八
）
が
手
が
け
た
『
絵
本
鶯
宿
梅
』（
七
巻
七
冊
、
元

文
五
年
﹇
一
七
四
〇
﹈
刊
）
の
巻
之
五
「
草
花
之
部
」
を
継
承
・
拡
大
す
る

か
た
ち
で
、
そ
の
子
保
国
に
よ
り
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
も
の
。
五
巻
に

一
六
五
品
（
一
八
二
種
と
も
）
も
の
草
花
の
写
生
図
を
収
録
。
序
に
は
「（
前

略
）
予
家
世
ゝ
、
画
を
嗜
み
筆
を
取
て
恒
の
産
と
す
。
依
て
今
、
草
花
を
図

せ
ん
と
欲
し
て
、
或
は
山
野
に
逍
遙
し
、
或
は
樹
家
に
徘
徊
し
て
、
見
る
所

の
花
を
携
へ
、
葉
を
袖
に
し
て
、
其
名
を
尋
て
真
偽
を
弁
し
、
漢
名
に
至
て

は
、
本
草
、
三
才
図
会
に
依
て
是
を
訂
し
、
新
花
の
如
き
は
出
処
を
追
ふ
て

名
を
記
す
。
爰
に
其
佳
な
る
物
、
数
十
種
を
撰
写
す
。
題
而
画
本
野
山
草
と

い
ふ
。（
後
略
）」
と
あ
る
。
仲
田
勝
之
助
『
絵
本
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、

一
九
五
〇
年
）
一
七
八
頁
に
お
い
て
は
、「
恰
も
科
学
者
の
な
す
が
如
き
写

生
の
態
度
を
取
れ
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
解
説
さ
れ
る
。

12
．『
生
活
の
古
典
双
書
／
絵
本
野
山
草
』（
八
坂
書
房
、
一
九
八
二
年
）
の
解

説
に
は
「
ム
シ
ャ
リ
ン
ド
ウ
〈
せ
い
ら
ん
草
〉
漢
名
・
光
萼
青
蘭
／
シ
ソ
科

の
宿
根
草
で
、
北
海
道
か
ら
九
州
、
朝
鮮
・
中
国
に
か
け
、
山
地
の
草
原
に

は
え
る
。
花
の
形
は
同
科
の
ラ
シ
ョ
ウ
モ
ン
カ
ズ
ラ
に
似
る
。
葉
は
厚
く
、

下
の
も
の
は
長
楕
円
状
で
粗
い
鋸
歯
を
も
ち
、
上
の
も
の
は
『
み
そ
は
ぎ
』

状
の
線
形
を
呈
し
、
時
に
黄
緑
の
小
斑
が
わ
ず
か
に
入
る
。」
と
あ
る
。

13
．
近
年
、
仲
町
啓
子
氏
に
よ
り
文
人
趣
味
と
し
て
の
盆
花
図
と
い
う
視
点
か

ら
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
「
日
本
近
世
美
術
に
お
け
る
文
人
趣
味

の
研
究
・
二
―
小
田
野
直
武
筆
『
不
忍
池
図
』
と
盆
花
図
の
流
行
―
」（『
実

践
女
子
大
学
・
美
学
美
術
史
学
』
第
一
四
号
、
一
九
九
九
年
）。

14
．
太
田
和
夫
「
小
田
野
直
武
筆　

東
叡
山
不
忍
池
図
」
解
説
（『
國
華
』

一
一
二
六
号
、
一
九
八
九
年
）

15
．『
日
本
美
術
全
集　

第
21
巻
／
江
戸
か
ら
明
治
へ
・
近
代
の
美
術
Ⅰ
』（
講

談
社
、
一
九
九
一
年
）
二
〇
四
頁
、
児
島
薫
氏
作
品
解
説
。

16
．
註
13
仲
町
氏
前
掲
論
、
三
三
頁
。

17
．
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
「
小
田
野
直
武
と
秋
田
蘭
画
」
展
図
録
（
二
〇
一
六

年
）
作
品
解
説
、
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
。

18
．
註
15
前
掲
書
。

19
．
本
稿
に
お
い
て
は
、
浜
崎
大
『
江
戸
奇
品
解
題
』（
幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
、
二
〇
一
二
年
）、
江
戸
東
京
博
物
館
開
館
二
〇
周
年
記
念
特
別
展
「
花

開
く
江
戸
の
園
芸
」
図
録
（
二
〇
一
三
年
）
お
よ
び
同
館
調
査
報
告
書
・
第

三
一
集
『
史
料
で
読
む　

江
戸
の
園
芸
文
化
』（
二
〇
一
六
年
）
等
を
参
考

に
し
た
。

20
．
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
家
督
を
継
い
だ
三
代
目
当
主
。
通
称
次
郎
太

郎
。

21
．
註
19
浜
崎
氏
前
掲
書
、
三
三
頁
。

22
．
註
14
太
田
氏
前
掲
論
。

23
．
神
戸
市
立
博
物
館
「
西
洋
の
青
―
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
を
め
ぐ
っ
て
―
」

展
図
録
（
二
〇
〇
七
年
）。

24
．
註
4
山
本
氏
前
掲
論
（
二
〇
一
〇
年
）。

25
．
以
下
の
論
考
が
、
陰
陽
五
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
伊
藤

紫
織
「
曾
我
蕭
白
『
群
仙
図
屏
風
』
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
千
葉
市
美
術
館

研
究
紀
要
・
採
蓮
』
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
六
頁
、
内
山
か
お
る
「
屏

風
に
お
け
る
〈
時
空
間
〉
表
現
―
曾
我
蕭
白
筆
『
群
仙
図
屏
風
』
の
場
合
―
」

（『
論
集
・
東
洋
日
本
美
術
史
と
現
場
―
見
つ
め
る
・
守
る
・
伝
え
る
』
竹
林

舎
、
二
〇
一
二
年
、
所
収
）。

26
．
吉
野
裕
子
『
陰
陽
五
行
と
日
本
の
民
俗
』（
人
文
書
院
、
一
九
八
三
年
）

一
九
九
〜
二
〇
一
頁
。

27
．
同
じ
直
武
の
作
で
あ
る
立
姿
の
「
唐
太
宗
図
」（
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館

蔵
）
は
黒
い
衣
裳
を
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
図
の
黄
色
に
は
特
別
の

意
味
合
い
が
託
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

28
．「
五
色
花
之
事
／
花
に
青
黄
赤
白
黒
と
い
へ
と
も
黒
色
な
し
、
此
黒
色
は

則
五
色
五
根
に
し
て
地
水
火
風
空
木
火
土
金
水
、
此
水
は
黒
色
五
根
五
體
と

い
ふ
、
扨
花
に
五
色
と
い
ふ
は
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根
の
中
、
身
意
を
一
つ
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（
一
九
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

に
五
根
と
い
ふ
、
花
に
五
色
と
い
へ
と
も
一
色
黒
色
な
し
、
黒
は
水
の
色
に

し
て
母
の
道
也
、
其
母
の
水
に
よ
つ
て
そ
た
つ
草
木
の
中
に
籠
り
て
あ
ら
は

れ
す
と
也
、
し
か
し
立
花
の
家
に
は
五
色
の
見
よ
う
違
り
、
紫
を
も
つ
て
黒

色
と
す
る
也
、
是
母
の
道
に
表
す
る
也
、
其
故
は
紫
と
い
ふ
物
は
赤
黒
の
二

色
を
合
せ
た
る
も
の
地
（
也
カ
）、
万
物
生
る
天
帝
の
裾
を
紫
微
宮
と
い
ふ

よ
り
以
下
、
首
領
た
る
者
に
紫
を
ゆ
る
す
事
、
右
の
理
よ
り
出
た
り
し
か
れ

は
、
母
の
水
の
色
に
か
へ
て
用
る
也
」（『
立
花
秘
伝
・
正
法
眼
蔵
／
攅
花
雑

録
』、『
花
道
古
書
集
成
2
』
九
六
頁
）。

29
．
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
「
秋
田
蘭
画
展
―
江
戸
洋
画
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」

展
図
録
作
品
解
説
（
一
九
九
〇
年
、
八
二
頁
）。
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
註

17
前
掲
展
図
録
（
一
七
九
〜
一
八
〇
頁
）
な
ど
。

30
．
山
口
泰
弘
「
小
田
野
直
武
筆
『
日
本
風
景
図
』
と
『
富
嶽
図
』
に
つ
い
て

―
真
景
図
と
風
景
画
の
接
点
―
」（『
美
術
史
』
一
一
一
号
（
美
術
史
学
会
、

一
九
八
一
年
）
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
。
日
記
本
文
は
、
濱
田
義
一
郎
編

『
天
明
文
学
―
資
料
と
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
）
八
七
頁
。
ま

た
、
岡
持
の
狂
歌
集
『
我
お
も
し
ろ
』（
文
化
一
一
年
大
田
南
畝
序
、
文
政

三
年
刊
）
に
も
同
内
容
の
記
述
が
以
下
の
よ
う
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。「
喜

世
川
の
橋
に
て
見
た
る
富
士
の
景
色
の
正
写
を
小
田
野
何
か
し
か
見
せ
た
り

し
を
お
も
ひ
出
つ
ゝ
喜
せ
川
に
か
ゝ
り
け
る
に
を
り
し
も
雲
の
お
ほ
ひ
て
見

え
さ
り
け
れ
は
（
後
略
）」（『
江
戸
狂
歌
本
選
集
・
第
十
巻
』
東
京
堂
出
版
、

二
〇
〇
一
年
、
二
五
〇
頁
）。
な
お
、
拙
稿
「
秋
田
蘭
画
再
考
―
実
景
と
の

関
わ
り
を
中
心
に
―
」（『
仙
台
市
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
三
八
号

（
二
〇
一
八
年
）
で
は
、
こ
の
記
述
と
作
品
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
。

31
．
平
福
百
穂
『
日
本
洋
画
曙
光
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
年
）
四
一
頁
。

32
．
註
4
山
本
氏
前
掲
論
（
二
〇
〇
五
）
一
五
頁
、
註
一
七
。

33
．
作
品
自
体
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
の
高
い
完
成
度
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
本
図

の
制
作
期
を
安
永
七
・
八
年
以
降
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
安
永
五

年
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
長
女
梅
姫
と
の
婚
礼
を
前
提
と
す
る
の
は
無
理
が

あ
る
だ
ろ
う
。

34
．『
千
載
和
歌
集
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
10
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三

年
）
一
八
七
頁
。

35
．
こ
の
年
の
同
定
は
、
当
時
の
曙
山
の
体
調
も
含
め
た
動
向
を
精
査
し
た
山

本
氏
の
分
析
に
よ
る
。
筆
者
も
こ
の
年
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
て
い

る
。

36
．
表
書
き
は
「
右
京
太
夫
様　

薩
摩
守
／
御
報
」
と
墨
書
。
本
状
は
、
註
31

平
福
百
穂
前
掲
書
（
五
九
頁
）
に
お
い
て
図
版
入
り
で
紹
介
さ
れ
た
。
な
お
、

従
来
判
読
不
能
と
さ
れ
て
き
た
二
字
に
つ
い
て
、
本
文
中
の
も
の
は
前
後
関

係
か
ら
「
聴
」
を
当
て
る
の
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
追
而
書
部
分

の
一
字
に
つ
い
て
は
、「
つ
つ
し
む
、
お
そ
れ
る
、
う
や
う
や
し
い
」
の
意

を
持
つ
「
夤
」（
イ
ン
）
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

37
．
註
31
平
福
百
穂
前
掲
書
、
五
九
頁
。

38
．
島
津
重
豪
の
嫡
子
虎
寿
丸
（
斉
宣
）
は
、
生
年
を
遡
及
さ
せ
正
室
（
一
橋

宗
尹
娘
保
姫
、
明
和
六
年
﹇
一
七
六
九
﹈
九
月
二
六
日
死
去
）
の
子
と
届
け

ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
実
年
齢
で
記
し
た
。
な
お
、
島
津
家
側
の
記
述

に
際
し
て
は
林
匡
「
島
津
氏
の
縁
組
―
重
豪
・
斉
宣
・
斉
興
を
中
心
に
―
」

（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
第
二
六
集
、
二
〇
一
四
年
）
に
多
く
を
負
う
と

と
も
に
、
関
係
資
料
に
関
し
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
学
芸

員
の
新
福
大
健
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。

39
．
芳
賀
徹
『
平
賀
源
内
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）
三
七
一
頁
、
武

塙
林
太
郎
編
『
画
集
秋
田
蘭
画
』（
秋
田
魁
新
報
社
、
一
九
八
九
年
）

一
一
四
頁
、
成
瀬
不
二
雄
『
佐
竹
曙
山
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四

年
）
九
〇
頁
、
註
30
拙
稿
二
〜
四
頁
。

40
．
こ
の
際
は
内
命
扱
い
で
、
正
式
な
発
令
が
下
さ
れ
た
の
は
九
月
下
旬
に

な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
よ
う
だ
（『
石
井
忠
運
日
記
』『
須
藤
茂
盛
日
記
』『
佐

竹
北
家
日
記
』
に
よ
る
）。

41
．
こ
の
間
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
註
30
前
掲
拙
稿
に
掲
載
の
年
譜
を
参
照
の

こ
と
。

42
．
註
39
成
瀬
氏
前
掲
書
、
六
四
〜
六
六
頁
。

43
．
註
2
今
橋
氏
前
掲
書
、
三
二
四
頁
。
た
だ
し
前
述
の
よ
う
に
同
氏
は
、
天

明
三
年
（
一
七
八
三
）
秋
田
藩
上
屋
敷
内
に
新
築
さ
れ
た
三
階
建
て
楼
閣
に

掛
け
る
た
め
に
、
主
君
曙
山
に
献
じ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

44
．
辻
達
也
編
『
新
稿
一
橋
徳
川
家
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
三

年
）、『
国
史
大
事
典　

第
六
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

45
．
柳
樹
と
「
柳
営
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
久
隅
守
景
筆
『
鷹
狩

図
屏
風
』
に
つ
い
て
―
加
賀
藩
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―
」（『
美
術
史
』
第

一
八
一
冊
、
二
〇
一
六
年
、
四
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

46
．
註
4
山
本
氏
前
掲
論
（
二
〇
一
〇
）
二
七
九
頁
。

47
．「
嫌
ふ
べ
き
類
ひ
の
事
／
…
一
祝
儀
に
嫌
ふ
類
ひ
／
破
れ
た
る
物　

残
花　
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（
二
〇
）

研
究
論
文
集
一
三
三
号
　
二
〇
二
一
・
一
二

蓮　

馬
酔　

朝
露
草　

萱
草　

梔
。
曼
殊
沙
花
は
仏
前
の
花
の
外
、
一
切
き

ら
ふ
べ
し
や
。
し
び
と
花
と
異
名
す
れ
ば
、
仏
は
た
と
く
ほ
め
給
ひ
し
を
、

さ
が
な
き
人
の
く
ち
と
て
。（
後
略
）」（『
立
花
大
全
・
巻
四
』『
花
道
古
書

集
成
1
』
六
二
頁
、『
日
本
思
想
大
系
61
／
近
世
芸
道
論
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
二
年
、
二
三
三
頁
）。
あ
る
い
は
、「
仏
事
神
祇
祝
儀
の
花
を
問
／
…

祝
儀
の
花
は
、
な
を
も
つ
て
色
う
る
は
し
く
、
さ
か
り
過
ぬ
花
よ
し
。
枝
さ

き
を
切
と
め
た
る
物
わ
ろ
し
。
木
蓮
花
、
曼
朱
沙
花
、
荷
葉
、
梔
花
な
ど
、

或
は
か
た
ち
わ
ろ
く
名
わ
ろ
し
。（
後
略
）」（『
抛
入
花
伝
書
』
貞
享
元
年

﹇
一
六
八
四
﹈『
花
道
古
書
集
成
1
』
一
二
〜
一
四
頁
、『
日
本
思
想
大
系
61

／
近
世
芸
道
論
』
二
五
二
〜
三
頁
）。

48
．
本
図
の
筆
者
直
武
も
巳
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
生
ま
れ
の
者
は
、

と
く
に
弁
財
天
信
仰
に
熱
心
だ
っ
た
と
い
う
。『
江
戸
名
所
図
会
』
の
記
述

に
、「
中
島
弁
財
天　

不
忍
池
の
中
島
に
あ
り
。（
中
略
）
昔
は
離
島
に
し
て
、

船
に
て
往
来
せ
し
を
、
寛
文
の
末
、
陸
よ
り
道
を
築
き
て
、
参
詣
の
人
に
便

あ
ら
し
む
。
己
巳
日
は
、
前
夜
よ
り
参
詣
群
集
す
。」
と
あ
る
。
己
巳
の
日

は
弁
財
天
の
縁
日
だ
が
、
こ
の
干
支
の
年
に
直
武
が
生
を
受
け
て
い
た
こ
と

も
暗
示
的
で
あ
る
。

49
．
柴
田
次
雄
「
小
田
野
直
武
の
新
資
料
―
一
通
の
書
状
を
解
読
す
る
／
上
」

（「
秋
田
さ
き
が
け
」
平
成
九
年
一
一
月
二
日
）

50
．「
蘭
癖
」
大
名
と
し
て
著
名
な
重
豪
は
、
外
来
の
動
植
物
に
対
し
多
大
な

る
関
心
を
向
け
て
い
た
。
薩
摩
藩
が
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
本
草
学

者
・
曾
槃
ら
に
命
じ
て
改
撰
さ
せ
た
農
産
物
百
科
全
書
『
成
形
図
説
』
は
、

農
事
・
五
穀
・
菜
蔬
・
薬
草
・
樹
・
竹
・
虫
豸
・
魚
介
・
禽
・
獣
す
べ
て

一
〇
部
一
〇
〇
巻
に
及
ぶ
大
部
な
も
の
で
あ
っ
た
が
（
文
化
元
年
、
こ
の
う

ち
三
〇
巻
を
鹿
児
島
藩
蔵
版
と
し
て
出
版
）、
そ
の
前
身
と
も
言
う
べ
き
『
成

形
実
録
』
の
編
纂
が
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
着
手
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
田
村
藍
水
（
一
七
一
八
〜

七
六
）
に
『
琉
球
産
物
志
』（
一
五
巻
及
び
附
録
三
巻
）
を
編
纂
さ
せ
て
い

る
が
、
こ
の
書
に
は
鮮
や
か
な
黄
色
を
帯
び
た
金
盞
花
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

51
．
註
39
成
瀬
氏
前
掲
書
、
六
六
頁
。

52
．
註
17
前
掲
展
図
録
作
品
解
説
、
一
八
二
頁
。

53
．
註
30
山
口
氏
前
掲
論
に
よ
れ
ば
、
本
来
は
三
幅
対
で
、
失
わ
れ
た
中
幅
に

は
「
弁
財
天
像
」
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

巳
年
生
ま
れ
の
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
〜
一
八
二
八
）
は
、
江
ノ
島
弁
財
天

に
た
び
た
び
参
詣
す
る
と
と
も
に
「
妙
音
天
像
」
な
ど
も
制
作
し
た
事
実
が

知
ら
れ
て
い
る
。
巳
年
に
生
を
受
け
た
画
人
と
弁
財
天
信
仰
と
の
関
わ
り
の

一
例
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

54
．
註
31
前
掲
書
の
「
白
蛇
図
」
解
説
（
六
九
頁
）
に
は
、「
直
武
作
、
絹
本
。

富
安
氏
の
旧
蔵
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
因
縁
に
よ
る
か
、
嘗
て
は
福
岡
藩
の

重
職
の
家
に
在
つ
た
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。（
後
略
）」
と
記
さ
れ
る
。

55
． 

註
30
拙
稿
。

56
．
画
面
左
に
施
さ
れ
た
落
款
に
は
「
源
義
敦
画
」
の
署
名
と
「
曙
山
」
朱
文

方
印
、「
雲
中
白
鶴
」
白
文
方
印
を
捺
す
。
印
文
も
寿
ぎ
の
言
辞
と
解
せ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
図
版
出
典
】

図
1
、
6
、
7
、
8
、
10
、
18
、
20　
『
画
集
秋
田
蘭
画
』（
秋
田
魁
新
報
社
、

一
九
八
九
年
）

図
2
、
17　

板
橋
区
立
美
術
館
「
歸
空
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
日
本
洋
風
画
史
展
」

図
録
（
二
〇
〇
四
年
）

図
3
、
4
、
5　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図
9
、
13　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
「
小
田
野
直
武
と
秋
田
蘭
画
」
展
図
録

（
二
〇
一
六
年
）

図
19　

平
福
百
穂
『
日
本
洋
画
曙
光
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
年
）

図
11
、
12
、
14
、
15
、
16
、　

執
筆
者
撮
影

【
謝
辞
】

　

本
稿
執
筆
に
際
し
、
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
、
秋
田
県
公
文
書
館
、
秋
田
市

立
千
秋
美
術
館
、
秋
田
市
立
佐
竹
史
料
館
等
の
各
所
蔵
館
、
な
ら
び
に
秋
田
県

立
近
代
美
術
館
学
芸
員
の
鈴
木
京
氏
・
秋
田
達
也
氏
に
は
多
大
な
る
御
高
配
を

た
ま
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
島
津
家
の
婚
礼
に
関
し
、
鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ

ン
タ
ー
黎
明
館
学
芸
員
の
新
福
大
健
氏
か
ら
懇
切
な
る
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
記
し
て
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
二
一
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

【図1】 小田野直武筆 「不忍池図」 （秋田県立近代美術館蔵）

【図2】 小田野直武筆 「不忍池図 （眼鏡絵）」 （歸空庵コレクション） ※反転画像
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二
二
）
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究
論
文
集
一
三
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号
　
二
〇
二
一
・
一
二

【図3】 『絵本野山草』

【図4】 『草木奇品家雅見』【図5】 『金生樹譜 ・別録』

【図7】 図6部分 【図8】 図1部分

99

【図6】 小田野直武筆 「唐太

宗花鳥図」のうち「唐太宗図」

（秋田県立近代美術館蔵）



（
二
三
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

【図9】 図1部分【図10】 小田野直武筆 「鷹図」

部分

【図11】 島津重豪筆 ・佐竹曙山賛 「墨竹図」 （秋田市立千秋美術館蔵）

【図12】 「島津南山 （重豪） 書状」 （秋田県公文書館蔵）
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（
二
四
）

研
究
論
文
集
一
三
三
号
　
二
〇
二
一
・
一
二

【図13】 図1部分

【図14】 図1部分

【図15】 「佐竹曙山書状」 （秋田市立佐竹史料館蔵）

【図17】 図2部分
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（
二
五
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

【図16】 図11 「墨竹図」 表装部分【図18】 小田野直武筆 「日本風景図」 （照源寺蔵）

【図19】 小田野直武筆 「白蛇図」 （『日本洋画曙光』 所載）

【図20】 佐竹曙山筆 「岩に牡丹図」 （秋田市立千秋美術館蔵）
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二
六
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究
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二
一
・
一
二

The Study of Shinobazu Pond painted by Odano Naotake; 
Reviewing the Representation and the Intention of His Work

Junichi UCHIYAMA

Shinobazu Pond painted by Odano Naotake is known as one of masterpieces of Akita Ran-

ga, and has been accepted to be a typical perspective drawing as well as its exceptional size and 

integrity, so that it was designated as a first important cultural property of Western-influenced 

work made in the Edo period. However, it is undeniable that conventional studies about this 

painting have been considering only visual perspective and its plein-air expression. More than 

that, the reason of the combination of Shinobazu Pond and a potted peony must be clear. In this 

paper, through recent studies, we approach to the intention of his work and the meaning of mo-

tifs.

First, the blue-colored flower in a white pot on the foreground has been explained as a drag-

onhead, but recently there are different views. However, the same kind of flower has been 

found in Ehon Noyamagusa published in 1755. It shows these petals had been called Seiransou. 

Also, the pot itself had not been noted, but it was found from much of research that the white 

cylindrical pot must be baked in Seto in the mid-Edo period, used especially for unique plants. 

It was named Entsuki after its shape with the edge turning outward, and called Shirotsuba 

from its glaze. On the other hand, by considering the difference from Naotake＇s another master-

piece Taizong of Tang belonging to Taizong of Tang, Flowers and Birds, the larger pot in the 

front in Shinobazu Pond was not likely an unglazed pot but a piece of copperware called kara-

mono like Kodo. 

  From the color of petals – blue, red, yellow and white, we focus on the relation to the Theo-

ry of Yin-Yang and the Five Elements. In the painting of Taizong of Tang as mentioned above, 

five colors of the theory are complete. Shinobazu Pond is lacking black, but the ants on the bud 

and stem correspond to that. Naotake had trained under Hiraga Gennai, who was also known 

as a major Gesaku writer, and at the same time, had close relationship with Hirasawa Tsuneto-

mi, who was a famous kibyoshi and kyoka writer, known by the name of Hoseido Kisanji or 

Tegarano Okamochi, in the same official post of daimyo＇s liaison in Akita Domain, called 

Edorusui. It could be said that Naotake was a person filled with a sense of caricature. 
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（
二
七
）

小
田
野
直
武
筆
「
不
忍
池
図
」
に
つ
い
て
―
表
現
内
容
と
制
作
目
的
の
再
検
討
―
　（
内
山
　
淳
一
）

  The intention of the work is definable by confirming the close relations in mediations of 

weddings between Satake family and Shimadzu family, or Shimadzu family and Hitotsubashi 

family. That is to say, this painting was given as a betrothal gift from Satake Shozan, the lord 

of Akita Domain, to Shimadzu Shigehide, who was known as Ranpeki daimyo. Following this 

hypothesis, we finally figure out the meaning of the individual motifs in this painting, such as 

minute samurai family in the middle. Furthermore, by considering the fact that many of West-

ern-influenced paintings were dedicated to Shigehide, we remark on possibilities about the pro-

cess of introduction of works, and point out a large number of them had been dedicated to Shi-

madzu family.
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